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日
野
市
民
憲
章

元気に慟き いきいきとして

心ゆだかなまちをつくりましよう
手をつなぎ と も に 建 康 で

明るいまちをつくりましょう
自然を守り 緑と清流と太朧の

美しいまちをつくりましょう
人を大切1こし 弱い人にも子ともにも

思いやりのあるまちをつくりましょう

文化をつちガい うるおいのある
平和なまちをつくりましょう
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一一つ
の
誘
致
事
業
と

そ
の
進
展
に

級
河
川
（
国
管
理
）
で
、
古
く
は
、
流

域
の
水
田
を
憫
し
、
農
耕
文
化
を

育
て
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、

急
速
な
市
街
化
に
よ
り
都
市
河
川

と
な
っ
て
、
流
域
は
大
き
く
様
変

わ
り
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
な
お

残
る
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観

は
、
市
民
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
63年
に
、
国
と

都
の
特
別
理
解
を
い
た
だ
き
、
「日

野
市
河
川
整
備
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
浅
川
は、

緑
と
清
流
を
生
か
す
ま
ち
つ
く
り

の
軸
と
し
て
位
隧
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
浅
川
と
そ
の
問
辺
を

「
浅
川
を
と
り
ま
く
水
辺
ソ
ー
ン
」

と
し
て
、
「自
然
性
豊
か
な
河
川
整

備
・
保
全
」「
親
水
性
豊
か
な
河
川

公
園
整
備
」
「
河
川
景
観
を
生
か
し

た
施
設
整
備
」
の
3
つ
の
整
備
方

針
を
柱
に
、
一
体
的
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
完

成
し
た
万
願
寺
歩
道
棚
や
事
業
中

の
駒
形
公
園
は
、
こ
の
整
備
計
画

に
基
づ
き
貝
体
化
し
た
も
の
で

す。
（
仮
称
）
豊
南
嬌
も
、
「
浅
川
を

と
り
ま
く
水
辺
ソ
ー
ン
」
の
整
備

計
画
の
一
っ
で
、

J
R
中
央
線
の

►
豊
南
橋
イ
メ
ー
ジ
國
豊
田
駅
を
起
点
に
、
豊
田
地
域
及
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7
月
か
ら
8
月
の
時
期
は
、
サ
じ
の
通
り
で
す
。

動
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
と
言
わ
れ
る
、
ソ
そ
の
―
つ
の
事
業
と
し
て
は
、
広
報
紙
前
号
で
紹
介
し
ま
し
た

フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く
り
に
（
仮
称
）西
豊
田
駅
の
誘
致
で
す
。

よ
う
に
、
新
駅
実
現
に
向
け
て
地

つ
い
て
将
来
を
展
望
し
、
構
想
を
市
内
に
は
、

7
つ
の
鉄
道
駅
が
域
住
民
に
よ
る
運
動
組
織
も
発
足

進
め
る
夢
の
あ
る
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
一
般
的
に
交
通
の
便
は
恵
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
民

す

。

ま

れ

て

い

ま

す

が

、

J
R
中
央
線
の
熱
意
に
よ
っ
て
新
駅
設
置
に
向

日
野
市
の
場
合
、
目
指
す
都
市
の
豊
田
駅
と
八
王
子
駅
の
区
間
は
け
る
広
域
運
動
の
輪
を
広
げ
た
い

像
に
掲
げ
る
「
緑
と
文
化
の
市
民
他
に
比
べ
て
長
く
、
従
前
か
ら
中
も
の
で
す
。

都
市
」
へ
の
具
体
的
な
施
策
や
事

業
等
に
つ
い
て
、
予
算
化
へ
の

一

定
の
見
通
し
を
総
合
的
に
検
討
す

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
10年
来
、
市
で
は
将
来
へ

の
発
展
の
た
め
に
夢
の
あ
る
事
業

と
し
て
、
特
に
三
つ
の
誘
致
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
こ
存

問
駅
設
置
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

市
施
行
の
西
平
山
土
地
区
画
整

理
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
都
市
化

が
進
み
、
人
口
の
受
け
入
れ
と
共

に
地
域
振
興
が
必
要
で
す
。
士
地

区
画
整
理
の
中
で
、
駅
前
広
場

(
3

千
平
方
店
）
を
設
計
す
る
と
共
に
、

早
い
時
期
か
ら
当
局
へ
の
要
請
運

浅川に市内 2つ目の人道橋

市
の
中
央
部
を
西
か
ら
東
へ
流

れ
る
浅
川
は
、

高
尾
山
系
に
源
流

を
発
し
、
多
摩
川
に
合
流
す
る
一

一

汲一[
f
iゞ
~

’~i
5i で

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
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浅
川
に
架
か
る
平
山
橘
と
一
番
矯
の
ほ
ほ
中
間
地
点
で
、~

i
南
平
地
域
と豊
田
地
域
を
つ
な
ぐ
、
市
内
2

つ
目
の
人
道
矯
~

~
と
な
る
（
仮
称
）
豊南
矯
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す

。

広
報
~

i

今
号
で
は
、
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
、
市
民
皆
さ
ん
の
こ
理

i

~
解
と
こ
協
力
を
お願
い
し
ま
す
。
（

土
木
課）

~
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び
京
王
線
南
平
駅
を
経
由
し
、
網

平
丘
陵
公
園

・
多
摩
動
物
公
園
に

至
る
、
「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
梃
点
と
な
る
も
の
で
す
。

景

観

と

調

和

す

る

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に

つ
い
て

森

田

喜

美

男

二
つ
目
は
、
都
立
美
術
館
の
誘
よ
う
で
す
が
、
誘
致
運
動
を
中
断

致

で

す

。

す

る

こ

と

な

く

、

一

層

の

働

き

か

東
京
都
で
は
、
多
摩
地
域
に
美
け
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

術
館
を
つ
く
る
計
画
が
あ
り
、
場

一二
つ
目
に
は
、

（仮
称
）
国
際
自

所
の
選
定
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
然
保
護
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

が
、
市
で
は
、
「
都
立
美
術
館
誘
致
生
態
系
の
環
境
問
題
が
地
球
規

期
成
会
」
を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
模
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
折
り
、
自

誘
致
運
動
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
然
環
境
保
護
は
、
一
地
域
、
一
国

日
野
市
長

浅
川
に
は
、
下
流
か
ら
新
井
稿
、

万
願
寺
歩
道
棚
、
高
幡
稿
、
一
番

矯、

平
山
矯
、
滝
合
棚
、
長
沼
僑

の
7
つ
の
矯
が
あ
っ
て
、
市
内
の

南
北
交
通
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
豊
南
矯
の
建
設
に
よ
り
、

中
央
線
豊
田
駅
か
ら
京
主
線
南
平

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
新
し
く
形
成

さ
れ
、
通
勤
、
通
学
の
ほ
か
、
モ

ー
ル
街
的
な
役
割
に
発
展
す
る
よ

う
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
き
い
交
通
は
都
市
計
画
路
線

に
依
存
し
て
、
人
と
自
転
車
専
用

の
人
道
稿
と
な
り
ま
す
が
、
景
観

と
調
和
す
る
個
性
豊
か
な
椅
梁

（
き
ょ
う
り
ょ
う
）
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
で
、
丘
陵
地
の
山
並
み

を
背
景
に
、
緑
や
清
流
に
親
し
む

人
々
の
憩
い
の
場
と
な
る
空
間
と
広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

市
内
の
親
水
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
下
さ
れ
て
か
ら
こ
と
し
で
49
回
目

新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
計
の
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
被
爆
の
傷

跡
は
人
々
の
心
と
身
体
に
今
な
お

画
で
す
。

今
ま
で
、
癒
の
比
較
設
計
や
河
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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す
。
候
補
地
は
、

多
摩
動
物
公
園

だ
け
で
な
く
、
国
際
規
模
の
問
題

（
南
側
）

に
接
し
た
緑
地
で
、

交

と

し
て
、
研
究
や
保
全
活
動
が
必

通
手
段
と
し
て
の
モ
ノ
レ
ー
ル
も
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
設
し
ま
す
の
で
、
緑
に
囲
ま
れ
誘
致
す
る
（
仮
称
）
国
際
自
然

た
美
術
館
と
し
て
環
境
的
に
も
絶
保
護
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内
で
第
一

好
の
立
地
条
件
と
し
て
、
自
信
の
級
の
自
然
保
護
団
体

で
あ
る

も
て
る
提
案
で
す
。
東
京
都
の
事
「
（
財
）
日
本
野
鳥
の
会
」
が
計
画

業
実
施
計
画
が
若
干
遅
れ
て
い
る
さ
れ
る
も
の
で
、
樹
林
地
や
川
が

あ
っ
て
直
接
自
然
に
接
し
な
が

ら
、
実
践
的
研
究
活
動
が
で
き
る

場
所
と
し
て
、
南
平
二
丁
目
の
多

摩
動
物
公
園
（
北
側
）
隣
接
地
に

建
設
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

市
民
が
自
然
保
護
に
関
す
る
情

報
と
共
に
、
野
鳥
に
関
す
る
学
習

指
導
を
身
近
に
受
け
ら
れ
る
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、

2
年
後
の
開
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

夏
の
季
節
を
健
康
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

6 ・ 13 ・ 20日
午前10時～II時

27日正午～午後1時

2 ・ 9 ・ 16 ・ 23日
午前10時一午後 4時

11 •' 25 日

午後 1時30分 ー 4時

12日
午後 1時30分 ー 4時

市役所 1階
市民相談室

市民相談担当

合 85-2000

毎週月曜～金曜日
午前 8時30分ー

午後 5時

※法律相談・登記相談・税務相談は前日に予約を受け付けます。受け付けは
午前 8時30分から 。

11日

午前 9時30分・ミ正午

巨
大
な
鼠
の
核
兵
器
は、

米
ソ
両
国
の
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
な
ど
を
も
っ
て
し
て
も
、
も
は
や

そ
の
拡
大
を
止
め
ら
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
ひ
と
た
び
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
の
結
果
は
全
人
類
と
そ
の
文
明
の
滅
亡
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

日
野
市
は
核
兵
器
が
地
球
上
か
ら
姿
を
濫
す
日
ま
で
、
そ
の
廃
絶
を
叫
び
、
平
和
が
市
民
生
活

の
基
本
で
あ
る
と
の
理
念
の
も
と
に
、
こ
こ
に
日
野
市
が
核
兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と

を
宣
言
す
る
。平

鄭
瑯
＇

一
原
爆
の

B
-
8
月

6
日
（
広
島
）
．

9
日
（
長
崎
）

教職員研究
室内
教育相談室

教育相談室
合92-0505

市役所 2階
社会福祉課

社会福祉課

合内線228

日

野

市

昭
和
57年
10月
8
日

川
及
び
隣
接
し
た
地
域
の

調

査

、

原

爆

供

養

塔

の

ち

129柱
の
遺
骨
が
、
氏
名
が
判
明

景
観
上
の
配
慮
に
つ
い
て
検
討
し

ー

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

遺

族
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

納
骨
名
簿
を
掲
示

て
ま
い
り
ま
し
た
。

優
雅
な
吊
（
つ）
り
輻
と
し
て
広
烏
•
長
崎
両
市
長
の
依
頼
で

1

柱
で
も
多
く
の
遺
骨
を
遺
族

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
万
願
寺
「
広
島
原
爆
供
養
塔
納
骨
名
簿
」
と
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た
め
、
両

歩
道
橘
と
並
ん
で
、
緑
と
清
流
の
「
長
崎
原
爆
殉
難
無
縁
遺
骨
名
簿
」

市
で
は
名
薄
を
公
開
し
、
調
査
を

ま
ち
・
日
野
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
を
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
、
行
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

を
め
さ
す

（仮
称
）
豊
南
僑
の
実

10月
31日
ま
で
掲
示
し
ま
す
。
広
る
方
は
名
薄
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

現
に
向
か
っ
て
、
市
民
皆
さ
ん
の
島
市
で
は
約

7
万
柱
の
う
ち

914
▽
担
当
1
1
総
務
部
庶
務
課
C
内
線

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
柱
、
長
崎
市
で
は
約
9
千
柱
の
う

432前
11
時
2
分
（
長
崎
市
）
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
及
び
地
域

で
1
分
問
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

原
爆
の
日
を
迎
え
る
に
当
た
り
ま
た
、
市
で
は
、
昭
和
57年
に

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
「
核
兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣
言
」

久
平
和
の
確
立
を
祈
念
し
て
、
広
（
別
掲
参
照
）
を
行
い
、
平
和
行

島
市
で
は
8
月
6
日
、
長
崎
市
で
政
と
し
て
平
和
事
業
を
進
め
て
き

は
8
月
9
日
に
平
和
祈
念
式
典
が
ま
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
昭

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
式
典
で
は
、
和
60年
か
ら
広
島

・
長
崎
及
び
沖

広
島
・
長
崎
両
市
長
か
ら
全
世
界
縄
の
平
和
行
進
等
参
加
者
に
対
し

に
向
け
て

「平
和
宣
言
」

が
行
わ
て
費
用
の
援
助
を
行
っ
て
き
ま
し

れ
、
平
和
の
鏡
を
合
図
に

1
分

間

た
。

の
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
と
し
も
こ
の
事
業
に
、
広
烏

式
典
に
先
立
ち
、
広
島
・
長
崎
へ

9
人
、
長
崎
へ

11人
、
沖
繍
ヘ

両
市
長
か
ら
こ
の
趣
旨
へ
の
質
同

14人
の
合
計
34人
の
方
が
参
加
さ

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
れ
る
予
定
で
す
。

原
爆
投
下
時
刻
の
8
月
6
日

午

（

総

務

部

庶

務

課

）

前
8
時
15分
（
広
島
市）、

9
日
午

.
1
 .. I:•1 

.. 
9
 .. 9:9:•9 

.

.

.
 :1
:
·

♦
 •• 
9:•9 

.. 9.-•

—•1., 

市
民
参
加
シ
リ
ー
ズ
「
市
民
広
聴
会
」
を
開
催

ロ

放

置

自

転

車

対

策

に

つ

い

て

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
開
く
室

手
法
と
し
て
、
第
3
回
「
市
民
▽
テ
ー
マ
1
1
放
鷹
自
転
車
対
策

広
聴
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ
意
に
つ
い
て

見
・
こ
要
望
を
お
持
ち
の
方
、
▽
申
込
み

1
1
8月
26
日

（土
曜

こ
参
加
く
だ
さ
い
。
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
電

▽
日
時
1
1
8月
27日
午
前

10時
話
で
広
報
課
市
民
相
談
担
当

か
ら

(
6
8
5
.
2
0
0
0
)

へ

▽
会
場
1
1
市
役
所

5
階
505会
議

5日
午後 1時30分～3時

12 ・ 26日
午後1時30分～3時

19日
午後1時30分ー 3時

3 • IO・ 17 ・ 24日
午前9時15分ー午後
3時（ff87-8l77)

中央

福祉センター

休日準夜

診療所

日

野

市

核

兵

器

廃

絶

平

和

都

市

宣

言

社会揖祉
協議会
云82-2319

生活・

保債センター

旭が丘
地区センター

健康課

云81-4111

生活・

保健センター

生活課

云81-3556

女性センター1
女性センター
ff84-2733 

広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用しています



94年（平成6年） 8月1日

第852号 て^’‘ (2) 

市役所
代表電話 震 85-1111

ビデオテープを貸し出します

「子ともだちからの

人権メッセージ」の記録
「子どもたちからの人権メッセージ」発表者名簿

大庭由江 七小 5年 つらかった事

関玲衣子 二小 6年 いじめ

伊藤強 二小 6年 人権について

田尻美和子 I五小 4年

谷津麻奈美 I五小 4年

助け合おう

子供のけんり

市
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
古
来

を
公
開
し
ま
す
。

か
ら
の
節
法
の
保
存
・

伝
承
に
努

こ

の
催
し
は
、
川
を
き
れ
い
に

め
て
い
る
多
摩
川
漁
業
協
同
組
合
す
る
運
動
の
輪
が
地
域
に
広
が
る

日
野
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
江
こ
と
を
願
い
、
ま
た
市
民
の
皆
さ

戸
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代
ま
で
行
ん
が
川
と
水
に
親
し
め
る
機
会
と

わ
れ
て
き
た
「
日
野
の
伝
統
漁
法
」
も
な
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
で

大沢香織 平山小 6年

鶴間浩介

久保田麻美 I高帳台小 6年

程久保小 6年

平山小 6年

安藤佳世

鬼塚 微 程久保小 6年

みんな同じ人

差別

落書き

程久保小に転入してきて

自由な時間を持っために

小川さつき 旭が丘小 6年 友達

下田和代 旭が丘小 6年 私の人権

案
内
図：［昇[:[ 

竺
片
]

穂刈美貴子 I平山台小 6年 平等な世の中に

当
日
、
公
開
さ
れ
る
主
な
漁
法

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

夏
の
恒
例
行
事

す
。公

開
さ
れ
る
漁
法
は
、
「よ
せ

網
・
「
瀬
張
り
」
・

「投
網
」

・
「
流
し
ば
り
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
当
日
は
子
供
を
対
象
に

「
稚
ゴ
イ
の
つ
か
み
取
り
」
や
「
コ

イ
の
放
流
」
な
ど
も
行
い
ま
す
。

夏
の
一
日
、
浅
川
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時
11
8
月
7
日
午
前
9
時
1

11
時
※
小
雨
で
も
実
施

▽
会
場
11
浅
川
・
万
願
寺
歩
道
矯

（ふ
れ
あ
い
矯
）
下
（
案
内
図
参
照
）

公
開
さ
れ
る
主
な
漁
法

青木聡美 東光寺小 6年 カペ

遠藤真美

太田真紀子

東光寺小 6年 人権尊重 について

仲田小 6年 ぼくのお姉さんを読んで

福島順一 仲田小 6年 いじめはいけない

藤井美奈子 1七生中 2年

奥田友子 七生中 3年

すぺての人に人権を

いじめと人権について

杢
よ
せ
網

多
く
の
網
・

漁
具
と
人
手
を
使

っ
て
一
度
に
大
足
の
魚
を
取
る
漁

法
。

〶
ペ
ラ

長
い
綱
に
付
け
て
あ
る
、
木
製

の
細
長
い
板
が
水
鳥
の
よ
う
な
波

し
ぶ
き
を
た
て
る
た
め
魚
が
驚

き
、
網
の
方
に
集
ま
っ
た
と
こ
ろ

を
取
る
猫
法
。

〶
は
ね
網

川
幅
い
っ
ぱ
い
の
長
さ
の
綱
か

荒
縄
に
、
水
中
で
も
白
く
光
る
植

物
の
葉
（
ウ
ラ
ジ
ロ
・
カ
ワ
ヤ
ナ

ギ
な
ど
）
を
一
連
に
付
け
、
所
々

市
で
は
、
平
成

6
年
1
月
2
日

以
降
に
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
平
成

7
年
度
か

ら
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
評
価
額
の
算
定
の
た
め
に
、
家

屋
調
査
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有

者
に
は
、
事
前
に
連
絡
の
う
え
市

の
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
床
面
積
や
建
物

の
内
部
、
外
部
の
材
質
と
な
り
ま

す
の
で
、

家
屋
の
図
面
や
仕
上
げ

►
は
ね
網
漁
の
実演
五
5年
）

表
な
ど
を
こ
用
意
く
だ
さ
い。

-＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝
＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝=＝―
-＝-＝＝=＝＝＝＝＝-=＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝==＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝-=＝=-＝＝＝==＝＝＝＝＝＝-＝＝＝―-＝＝＝＝＝＝＝=―-====＝＝＝＝＝=＝＝＝＝―-= 

日
野
市
人
権
擁
護
委
員
会
で
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
ま
す
。

▽
貸
出
開
始
日
11
8
月
1
日
か
ら

は
、
6
月
1
日
の
「
人
権
擁
護
委
こ
の
テ
ー
プ
に
は
、
市
内
の
小
▽
貸
出
期
間
1
1
1週
間
以
内

員
の
日
」
に
行
わ
れ
た
ー
子
ど
も
・
中
学
生
19人
の
発
表
者
（
別
表
）
▽
種
類
II
V
H
Sビ
デ
オ
テ
ー
プ

の
人
権
を
守
ろ
う
ー
を
テ
ー
マ
に
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
収
録
さ
れ
て
い
※
タ
ビ
ン
グ
は
厳
禁
で
す
。

し
た
、「
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
人
権
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
広
報
課
市
民
相
談

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
」
の
ビ
デ
オ
ぜ
ひ
、
こ
覧
く
だ
さ
い
。

担
当

C
内
線
161

に
重
し
を
付
け
る
。
川
の
上
手
と

下
手
か
ら
こ
れ
を
引
き
寄
せ
、
漁

場
を
縮
め
て
い
き
、

魚
が
驚
い
て

跳
ね
上
が
っ
た
と
こ
ろ
を
「サ
テ
」

と
呼
ば
れ
る
袋
網
で
取
る
庶
法
。

＊
瀬
彊
り

竹
製
の
「
ド
ウ
」
に
似
た
漁
具

を
川
の
瀬
に
仕
掛
け
、
魚
を
働
め

ず
に
取
る
顆
法
。

'

※
当
日
は
こ
の
ほ
か
に
、

「投
網
」

や

「流
し
ば
り
」
な
ど
の
漁
法
も

公
開
の
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11多
摩
川
漁
業
協
同

組
合
日
野
支
部

（松
村

t
8
1
.
o

1
1
4
)
 

固
定
資
産
税
等
の
評
価
額
算
定
の
た
め

家
屋
調
在
に
ご
協
力
を

な
お
、
家
堅
を
取
り
懐
し
た
時

は、

資
産
税
課
へ
こ
連
絡
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
資
産
税
課
6
内
線

123ー

126

束
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は、
「シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
入
門
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
男
性
の
方
々
に
、

こ
れ
ま
で
の
会
社
中
心
、
仕
事
中

心
の
生
活
や
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を

見
つ
め
な
お
し
、
そ
の
豊
か
な
経

験
や
能
力
を
活
か
し
て
、
地
域
社

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
新
た
な

出
会
い
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も

『
電
気
式
は
か
り
』
は
す
べ
て

定
期
検
査
の
対
象
で
す

新
計
囮
法
の
施
行

（平
成
5
年

張

り

ま
す
。

1
月
1
日
）
に
伴
い
、
今
ま
で
定
▽
届
け
出
期
間
1110
月
31日
ま
で

期
検
査
の
必
要
が
な
か
っ
た
電
気

▽
届
け
出
が
必
要
な
は
か
り
11
①

式
は
か
り
も
、
す
べ
て
定
期
検
査
電
気
抵
抗
式
は
か
り

(30キロ弩
を

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

超
え
2
ふ
以
下
）

②
誘
動
式
は

商
取
引
や
証
明
な
ど
に
電
気
式
か
り

③
電
磁
式
は
か
り

①
そ

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

の
他
の
電
気
式
は
か
り

東
京
都
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
け
出
方
法

11年雰話
で、

①
使

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
こ
と
し
用
者
氏
名

②

使

用
者
庄
所

③

の
11月
1
日
か
ら
使
用
で
き
な
く

電
話
番
号
①
は
か
り
の
台
数
を

な
り
ま
す
。

東
京
都
計
1

＿坦
検
定
所
検
査
課

-3

届
け
出
の
あ
っ
た
は
か
り
に

0
3
.
5
4
7
0
.
6
6
3
8
)
へ

は
、
東
京
都
が

「届
出
済
証
」
を

連
絡

食
就
職
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん

食

国
民
年
金
喪
失
届
の
提
出
を

20
歳
以
上
で
あ
れ
は
、

学
生
で
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
会
社
な
ど

も
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
に
就
職
し
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
さ
れ
た
時
は
、
国
民
年
金

の
喪
失
届
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

手
続
き
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
と
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納

付
書
や
催
告
状
が
送
付
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
C
内

線

147

¢
墨
冒

▽
2
日
11
市
民
自
治
学
圏
開
講
式

（庁
内
会
議
室
）
、市
長
相
談
日
（市

民
ロ
ビ
ー、

1
件
）
▽

5
日
11
定

例
庁
議
（
庁
内
会
議
室
）

28
日
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

闘
蜀
宦
緩
舎
詢
媛
震
璽
裔
襄
篇

防
災
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

っ

て

、
防
災
に
つ
い
て
再
度
考
え
（
宮
399
の
l
)

し
ま
す
。
8
月
30日
1
9月
5
日
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

詳

細
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し

は
防
災
週
間
、
そ
し
て
9
月
1
日

▽
日
時
11
8
月
28日
午
前
10時
ー

ま

す
。

は
防
災
の
日
で
す
。

正
午

（雨
天
の
場
合
は
中
止
）

▽
問
合
せ
先
11
公
害
防
災
課
6
四

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
に
な
▽
会
場

11
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

綜

744

シニアー
ボランティア
活動入門講座

の
。
専
門
講
師
に
よ
る
講
義
の
ほ

か
、
受
講
者
が
主
体
と
な
っ
た
グ

ル
ー
プ
作
業
や
活
動
体
験
を
涌
し

一
人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
出
会
え
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
1
1
8
月
20
日
ー
11月
15日

の
士
耀
日

（全

8
回
）

▽
時
問
11
午
後
1
時
30分
1
4時

(
8月
20日
は
午
後
4
時
30分
ま

で
、
9
月
24日
は
午
前
10時
ー
午

後
4
時）

▽
会
場
11
く
に
た
ち
福
祉
会
館
ほ

ヵヽ▽
対
象
11
都
内
在
住

・
在
勤
の
お

お
む
ね
45
歳
以
上
の
方
先
着
80人

▽
費
用
11
無
料

※
内
容
等
詳
細
は
閻
い
合
わ
せ
を
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
8
月
10

日
ま
で
に
国
立
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

(
C
7
5
.
3
2
2
3
)

今
月
は
12
日
と
13
日
で
す
。

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
み
の
収
集
は

毎
月
第
巳
金
曜
日
と
そ
の
翌
日
の
土
曜
日

が
休
み
で
す
。



(3) 
4年（平成6年） 8月1日

第852号

「ハートで描〈心のメッセージ」展へ向けて

H悶字鸞；
持
ち

t
げ
観
音
緑
起

N
H
Kと
N
H
K厚
生
文
化
事
日
こ
ろ
感
じ
て
い
る
自
分
の
気

H
K厚
生
文
化
事
業
団
「
ハ
ー
ト

業
団
、
そ
し
て
全
国
社
会
福
祉
協
持
ち
ゃ
夢
、
訴
本
か
け
た
い
こ
と
で
描
く
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展
雰

議
会
で
は
、

12月
9
日
の
「
国
害
な
ど
を
詩
に
託
し
て
応
募
し
て
み
集
係
(
〒
150
渋
谷
区
神
山
町
4
の

者
の
旦
を
中
心
と
し
た
福
祉
キ
ま
せ
ん
か
。

14第
一
＿
共
同
ビ
ル
6
階
）
へ
※
点

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
「
ハ
▽
応
募
資
格
11
身
体
障
害
者
手
帳
‘
字
、
ワ
ー
プ
ロ
で
の
応
募
、
ま
た

ー
ト
で
描
く
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
療
育
手
帳
、
愛
の
手
帳
な
ど
を
お
は
複
数
応
努
は
封
書
か
F
A
Xで

竪

を

開

催

し

ま

す

。

持

ち

の

方

▽

入

賞

者

の

発

表

1110月
上
旬
に

こ
の
催
し
に
あ
た
り
、
障
害
を

＞
募
集
作
品

11
テ
ー
マ
は
自
由
本
人
あ
て
通
知

持
つ
方
の
詩
を
募
集
し
ま
す
。

（

「
家
族
」
、
「
働
く
」
、
「
仲
間
」
‘
▽
問
合
せ
先
I
I
N
H
K厚
生
文
化

醤
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
「
希
望
、
「
生
き
る
」
、
「
と
き
め

事
業
団
バ
ー
ト
で
描
く
心
の
メ

ら
選
ば
れ
た
も
の
に
イ
ラ
ス
ト
レ
き
」
な
ど
自
由
な
題
材
で
）
0100
字
ッ
セ
ー
ジ
」
展
募
集
係

(603.

ー
タ
ー
や
画
家
に
よ
っ
て
詩
か
ら
以
内
で

3
4
8
1
.
7
8
5
5/
F
A
X

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
を
バ
ー

▽
応
募
方
法
1
1
9月
20日
ま
で
に

0
3
.
3
4
8
1
.
7
6
7
4
)

ト
」
と
い
う
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ハ
ガ
キ
で

(
1枚
に
つ
き
l
編゚

た
絵
で
応
え
て
も
ら
い
、
詩
と
絵
伺
編
で
も
可
）
。
住
所
、
氏
名
（
ふ
字
宕
今
止
i
子
臼
嘩
厄
吐
i

赤

講

習

会

の

お

知

ら

せ

を
組
み
合
わ
せ
た
展
覧
会
と
し
て
り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話
誉
方
、
障
干
一

行
い
ま
す
。

吉
の
種
類
、
等
級
を
明
記
し
、

N

！
ー
・
・
t
"
,
1
1
,＇
,111,＇り

111,9,
ー
1
し
り
｀
り
"
,
'
り

',111
,',III',11,＇
ー
1
,
i
i
ー
．．
 

J

赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会
を
た
き
り
に
さ
せ
な
い
正
し
い
世
話

ぜ
ひ
、
家
族
、
付
き
涼
い
の

▽
会
場
11
つ
ば
さ
学
園

i

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
の
仕
方

方
も
一
緒
に
観
賞
く
だ
さ
い
。

▽

内
容
11
映
画
「
泣
き
な
が
ら
ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
講
習
会
の
全
日
租
を
欠

※

身

体

障

害

者

の

方

で

送

迎

を

笑

う

日

」

▽

日

時

1
1
8月
22日
・

24
日
・

29
席
、
遅
刻
、
早
退
な
く
受
講
で
き

必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
一
週
間

▽
費

用

贔

料

一

日

・

31日
午
前
10時
ー
午
後
4
時
る
義
務
教
育
修
了
以
上
の
方

前
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

▽
間
合
せ
先
11
同
学
園
や
ま
ば
▽
会
場
11
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

▽
費
用
11無
料

▽
日
時
1
1
8月
12
日
午
後
1
時

と

学

級

(
6
8
2
.
3
4
0
0
／

支
部

(
J
R
山
手
線
新
大
久
保
駅

▽
申
込
み
1
1
8月
12
日
ま
で
に
往

30分
か
ら

F
A
X
8
2
.
3
4
0
1
)

下
中
徒
歩
10分
）

復

ハ

ガ

キ

で

。

往

信

用

裏
面
に
氏

▽
内
容
11
病
気
と
病
人
の
看
護
に
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
住
所
、

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
技
術
、
電
話
番
号
、
職
業
と
「
8
月
一
般
家

H

つ
ば
さ
学
園
で

12
一

字

幕

U
-福

祉
サ
ー
ピ
ス
の
利
用
方
法
、
寝
庭
看
護
法
講
習
会
」
と
明
記
、
返
信

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ヽヽ
ヽヽヽ
＼ヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽ＼ヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
ヽヽヽ
‘ヽ‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘

な
ゑ
昆
⑲
〗
間
訓□8
[

日
野
駅
近
く
の
旧
甲
州
街
道
に
音
は
、
弘
法
大
師
の
御
作
に
し
て
、

(
1
7
8
8
)
8月
21
日、

1
人

面
し
て
、
白
壁
の
塀
を
巡
ら
し
た
去
る
天
明
八
戊
申
（
っ
ち
の
え
さ
の
僧
に
よ
り
当
寺
へ
も
た
ら
さ

釘
如
意
山
宝
泉
寺
か
あ
る
。
臨
済
宗
る
）
年
八
月
二
十
一
日
の
夜
、
何
れ
、
一
心
に
観
音
に
祈
願
し
て
像

0
0
 

…
•
鎌
倉
建
長
寺
派
に
属
し
、
山
内
に
国
と
も
な
く
異
僧
石
仏
を
負
い
き
を
抱
き
上
げ
る
と
、
そ
の
重
い
か

21
．
入
る
と
山
を
背
に
本
堂
・
客
殿
・
た
り
て
、
当
寺
に
一
宿
し
て
い
わ
軽
い
か
に
よ
っ
て
答
え
が
得
ら
れ

＜
 

～～ 
0
0

庫
裏
が
並
び
、
左
手
に
鐘
楼
・
閻
く
、
尊
像
の
利
益
諸
願
、
軽
重
に
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

〇
〇
除

•
…
を
魔
（
え
ん
ま
）
堂
が
配
さ
れ
た
静
よ
り
て
し
る
べ
し
と
告
げ
て
石
仏
こ
の
観
音
像
が
宝
泉
寺
へ
も
た

9
9
 

枇
か
な
た
た
ず
ま
い
の
寺
で
あ
る
。
を
堂
中
に
お
さ
め
、
翌
朝
異
僧
の
ら
さ
れ
た
天
明

8
年
こ
ろ
は
、
天

こ
の
宝
泉
寺
の
本
堂
と
客
殿
を
行
衛
（
ゆ
く
え
）
を
し
ら
ず
、
す
明
3
年
の
浅
問
山
の
晒
火
に
始
ま

年末

日
日

年
つ
な
ぐ
廊
下
の
一
隅
に
、
高
さ
40
な
わ
ち
仏
意
の
こ
と
く
伺
い
た
て
る
大
飢
饉
（
き
き
ん
）
、
同
4
年
の

曜
祝

土・～日

iン
ほ
ど
の
馬
頭
観
音
の
石
像
が
3
0ま
つ
る
に
、
病
人
•
生
死
・
医
者
奥
羽
大
飢
饉
、
同

6

年
関
東
大
水

i

ほ
ど
の
壇
の
上
に
安
饂
さ
れ
て
の
方
角
・
緑
談
・
待
ち
人
・
欠
落
害
と
災
害
が
続
き
、
全
国
的
に
飢

曜
曜

月
日

（

い

る

。
い
つ
も
信
者
か
ら
奉
納
さ
（
か
け
お
ち
）
者
・
其
外
何
に
よ
鯉
か
ら
立
ち
直
れ
ず
、
人
心
が
動

｀
、
~

れ
た
赤
い
衣
や
頭
巾
に
包
ま
れ
た
ら
ず
一
心
に
祈
願
発
念
（
ほ
つ
ね
揺
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ

報情
料

政
頃
こ
の
馬
頭
観
音
が
「
持
ち
上
げ
観
ん
）
し
て
伺
い
た
て
ま
つ
る
に
、
の
よ
う
な
時
期
に
よ
る
べ
な
い
心

音
」
と
通
称
さ
れ
る
観
音
様
で
、
重
き
軽
き
に
よ
り
て
吉
凶
の
御
告
を
観
音
の
利
益
に
頼
っ
た
も
の

そ
の
由
来
や
利
益
（
り
や
く
）
を
あ
る
事
、
別
し
て
蚕
義
の
守
護
を
か
、
評
判
を
聞
い
て
信
心
に
来
る

琴
十
ノ

4

゜
り聞

一
記
し
た
「
縁
起
」
に
は
次
の
よ
う
祈
る
に
そ
の
利
益
広
大
な
り
、
諸
人
、
伺
い
に
来
る
人
も
多
く
、
持

で
20

に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
挙
げ
仏
馬
頭
観
世
音
菩
薩
緑
起

話
01

電
6

そ
も
そ
も
当
山
挙
げ
仏
馬
頭
観
世

ち
上
げ
観
音
は
多
く
の
人
々
の
信

仰
を
集
め
た
。

こ
の
信
仰
は
明
給
に
な
っ
て
も

続
き
、
明
治
初
め
に
は
篤
志
家
に

よ
っ
て
、
大
和
田
方
面
の
廃
寺
か

ら
一
面
四
面
の
堂
を
買
い
取
り
、

境
内
へ
移
築
し
、
こ
の
中
に
観
音

を
安
謹
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
堂

の
須
弥
壇
（
し
ゅ
み
だ
ん
※
注
）

が
高
く
、
そ
の
上
に
安
謹
さ
れ
た

観
音
を
伺
い
の
た
め
に
持
ち
上
げ

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
仕
方
な
く
観
音
は
元
の
廊
下

に
帰
さ
れ
、
こ
の
堂
に
は
代
り
の

底
頭
観
音
一
体
と
、
下
河
原
（
親

在
の
日
野
市
日
野
）
に
あ
っ
た
西

明
寺
の
閻
魔
十
王
像
を
安
閻
し
て

い
る
。住

職
の
話
で
は
、
「
今
で
も
良
く

伺
い
に
来
る
人
が
い
ま
す
よ
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
注
）
寺
の
仏
殿
の
中
で
、
仏
像

な
ど
を
安
隧
す
る
壇
。
古
代
イ
ン

ド
の
宇
宙
説
で
、
世
界
の
中
央
に

そ
び
え
て
い
る
と
い
う
須
弥
山
を

か
た
ど
っ
た
こ
と
に
由
来
。

（
市
史
編
集
委
員
谷
春
雄
） ▲持ち上げ観音

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
翌
慣

を
つ
け
る
準
憫
と
し
て
、
離
乳
食

を
順
調
に
進
め
て
ゆ
く
た
め
の

「
離
乳
食
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
11
8
月
24日
午
後
1
時
30

分
＼
3
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

「
健
康
つ
く
り
都
民
会
議
」
で

は
、
家
族
の
健
康
つ
く
り
を
奨
励

す
る
た
め
、
健
康
つ
く
り
標
語
（
平

成
7
年
度
用
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
11
都
内
在
住
・
在
勁

•
在
学
の
小
学
生
以
上
の
方

▽
応
募
方
法
11
①
家
族
の
健
康
つ

く
り
に
関
す
る
標
語
で
未
発
表
の

東
京
都
の
委
託
事
業
「
在
宅
介

護
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

都
内
在
住
・
在
勁
の
方
で
高
齢

者
を
親
に
介
護
し
て
い
る
方
や
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
介
護
技
術
を

密
得
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
カ

は
甲
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
9
月
19日
ー
10月
31日

の
毎
週
月
躍
•
水
曜
日
午
後
6

時

佐々木クリニック（内・児循環器内科）

多摩平l-3-5ダイカンプラザl階
多摩平派出所前 nゅ 云85-2591

至
日
野
駅

も
の

②
ハ
ガ
キ
1
枚
に

1
点

③

F
A
X
も
可

①
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
ま
た
は
学

校
名
）
、
電
話
番
号
を
朗
記

▽
応
募
締
切
日

1
9月
14
日
ま
で

▽
送
付
．
問
合
せ
先
11
陣
康
つ
く

り
都
民
会
議
事
務
局
(
〒
160新
宿

区
歌
舞
伎
町
2
の
44
の
1
東
京
都

健
康
プ
ラ
ザ
8
階
圃
東
京
都
健
康

推
進
財
団
事
業
課
内
t
0
3
.
5
2

8
5
.
8
8
9
2
/
F
A
X
0
3
.
 

5
2
8
5
.
8
8
9
7
)
 

「在
it
介
設
講
廂
」
を
開
催
し
ま
す

30分
1
8時
30分
※
全
13回

▽
会
場
11
社
会
福
祉
法
人
・
光
照

園
研
修
セ
ン
タ
ー
（
台
東
区
）

▽
内
容
11
在
宅
介
護
技
術
の
習
得

▽
費
用
11
無
料

▽
申
込
み
11
電
話
で
光
照
園
企
画

事
務
屁

(
6
0
3
.
3
8
2
2
.
7

2
6
8
)

へ

牛尾医院（児・内科）

平山 6-5 -13 ff91-2001 

乎山城址公園駅

自

整傭工場廿＿ J|平山；

至
南
平
駅

初
産
婦
の
方
へ
、
助
産
婦
・
保

健
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す

C

他
市
町
村
に
出
生
届
を
提
出
さ

れ
た
方
は
、
健
康
課
る
3
8
1
.
4

l
l
l
)
ま
で
こ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
1
歳

6
か
月
児
健
康
診
査
」

を
行
い
ま
す
。

▽
日
程
1
1
8月
4
日
・

11
日
・

18

日
・

25日

▽
時
間
11
午
後
1
時
と
1
時
30分

（
時
問
指
定
制
）

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象1
1

平
成
4

年
1
2月
•
平
成

5
年
1
月
生
ま
れ

▽
担
当
11健
康
課

(
C
8
1
.
4
1

l
l
)
 

1
歳

6
か

月

児

健

康

診

査

乳
児
訪
問
の

あ

知

ら

せ

▽
内
容

11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象

11
生
後

4
、
5
カ
月
児

（
平
成
6
年
3
月
1
日
＼

4
月
30

日
生
ま
れ
）

▽
定
員

11
25人
（
先
着
）

▽
費
用

11無
料

▽
申
込
み
11
電
話
で
健
康
課
（
合

8
1
.
4
1
l
l
)

へ

用
表
面
に
氏
名
、
住
所
を
記
入
し
、

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
普
及

課
家
庭
石
護
係
(
〒
169新
宿
区
大

久
保
ー
の
2
の
1
5
6
0
3
.
5
2
7

3
.
6
7
4
6
)
へ
郵
送

離
乳
食
教
室
を
開
備

ご
参
加
く
だ
さ
い

3 ・ IO ・ 17日
午後 1時15分～2時

9 • 16日
午後 1時15分～ 2時15分

対象は平成 6年 4月生
まれ（通知制）

対象は乎成 3年 7月生
まれ（通知制）

休 講

11 • 25日 対象は妊娠を予定して
午前 9時～10時30分 いる方。賣用は800円

4 ・ 18日 匿名。原則として無料。
午前 9時～ ID時30分 検査結果は 2週間後

4 ・ 18 ・ 23日 予約制。23日は痴ほう
午後 1時30分～ 3時 性老人の相談

22日 パーキンソン病などで
午後1時30分～3時30分 療養中の方と家族

2・9・16・23・30日 特殊な検査は予約制。
午前 9時-II時 容器は前日までに受け取りを

※このほか一般健康相談を毎週木曜日（午前9時～ 10時30分）に実施。

日野医院（外・内・児呼消科）

日野本町 4-3 -I ftSl-0309 

至立川駅

中央図書館
至高幡

じ主〕

，
 

ー

月ー｀
2
g
 

3
困

4
困

5
⑥
 

6

山

外

科

一

外

科

内

科

内

科

内

科

一

外

科

IJヽ

児

科

一

内

科

一

外

科

外

科

内

科

外

科

（
午
後
・
夜
）
内
科

（
午
前
）
児
・
内
・
外
科

小

児

科

内

科

一

外

科

内外

科科

内

科

(8月前期）

8
囲

lj‘ 

児

科

外

科

内

科

9
肉

内

科

内

科

一

外

科

10
困

外

科

一

内

科

外

科

11
困

4ヽ

児

科

内

科

外

科

12 

（金）

外

科

内

科

外

科

13
山

（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（

午

後

）

整

形

外

科

（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

内

科

外

科

救急病院の診療科目は変更される湯合かありますのて、あらかしめ急患テレフォンセン

ター（日野消防署 ffBl -0119)へお問い合わせください。

8月6日(.±). 7日（日）
13日(.±).14日（日）

午後 7 時30分~ 10時30分

内科・小児科

日野本町 I- 7 -2生活・保健センター分室
ff84-1661 

午前 10時 -午後 5時
（受付は午前 9時 ～午後 4時）

八王子市平岡町18-3八王子市1呆儘センター
ft0426-25-9128 

多摩市関戸 4-19-5多摩市立億康センター
ff0423-76-9111 
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市役所
代表電話雲85-1111

こ
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

里
土
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
進

め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
各

自
治
会
に
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
177
の
自
治
会
か
ら
推

隅
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
以
後

3
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
推
進
貴
は
「
日
野
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」
に
基
つ
き
、
こ
み

の
減
量
や
資
源
物
の
再
和
用
に
関

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発

活
動
や
市
へ
の
意
見
や
情
報
の
提

供
な
ど
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

推
進
鼻
は
次
の
方
々
で
す

（
敬
▽
菅
谷
優
…
横
町

称
略
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▽
立
川
由
衛
…
金
子
橡

杢
推
進
員
氏
名
・
自
治
会
名

▽
三
浦
フ
ク
…
仲
町

▽
土
方
庄
太
郎
・
：
石
田

▽
千
葉
健
二
…
第
一
日
野
万
上

▽
上
方
徳
司
・
・
・
新
井
第
一

▽
山
本
豊
：
．
森
町

▽
竹
内
則
義
…
下
田
住
宅

▽
久
須
美
則
子
…
北
原

▽
落
合
由
男
：
日
野
万
北
部

▽
秋
山
武
三
…
多
摩
川

▽
内
藤
博
・
・
・
万
願
荘

▽
矯
本
正
：
．
束
町

▽
関
川
繁

：
第
二
日
野
万

▽
天
沼
博
・・・四谷

▽
中
條
希
庸
…
日
野
万
願
寺
ア
パ

▽
小
林
修
…
西
町

ー
ト

＞
中
村
誠
一
…
上
堅
敷

▽
内
田
金
作
…
上
田

▽
戸
向
重
雄
…
新
束
光
寺

▽
加
藤
明
美
…
川
原
付
市
営
住
宅

▽
奥
住
武
治
・・・束
光
寺

▽
渋
谷
信
喜
・・・
緑

▽
矢
沢
広
行
…
栄
町

▽
佐
藤
雅
人
…
オ
リ
エ
ン
ト

▽
浅
野
政
子
・
・
・
安
宅
第
一

1

▽
谷
政
次
…
谷
仲
山
第
二
東
部

▽
釜
堀
康
雄
…
新
坂
上
住
宅

紹
介
し
ま
す
あ
な
た
の
地
域
の

廃
棄
物
減
贔
等
推
進
員

明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
フ
ロ
ン
ガ

ス
の
大
気
中
へ
の
放
出
に
無
関
心

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
野
市
に
搬
入
さ
れ
る
廃
電
気

冷
蔵
庫
は
年
間
約
千
500台
で
、
冷

蔵
庫
1
台
に
は
平
均
180
竺
の
冷
媒

用
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
6
0年

代
に
本
格
的
に
生
産
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
う

ち
、
す
で
に
成
層
国
に
達
し
て
い

る
の
は
1
割
程
度
と
推
定
さ
れ
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
と
い
う
状
況
で
す
。
オ
ゾ
ン
層

破
塊
に
よ
る
深
刻
な
影
響
が
で
る

の
は
、

21世
紀
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

私
た
ち
は
、
大
気
中
に
放
出
す

る
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
少
し
で
も
減
ら

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
治

体
に
お
い
て
も
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収

事
業
に
善
手
す
る
こ
と
は
、
緊
怨

の
課
題
で
す
。

回

収

た

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
処
理

再
び
大
気
中
に
放
出
す
る
可
能
性

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
た
め
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
保
管
し、

分
解
技
術
の
確
立
後
に
処
理
を
委

託
し
ま
す
。
分
解
技
術
は
、
通
産
省

等
で
開
発
を
進
め
て
お
り
、
近
い

将
来
確
立
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

回

収

装

置

回
収
装
隧
は、

自
動
車
に
搭
載

し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
を
駆
動

力
と
す
る
た
め
作
業
場
所
の
制
殴

を
受
け
ず
、
強
い
吸
収
力
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
導
入
し
た
回
収
装
閥

は、

1
度
に
4
台
の
冷
蔵
庫
か
ら

同
時
に
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
回
収
で
き

ま
す
。

（ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
課
）
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らでス
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くか埋 の‘す 電 ゜ 力 自 図 式

りす は
全が ‘ 

庭り設製自る気発で然 参 の

4 1▽に 己 と委そ く 2クし氏 ▽ ▽ ▽を 2
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現4サ合者お担 際達さリ課日‘し
ハ申購補あ補 基購 —
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入助つ助を入
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補 業 ゜セ丁市話み ガし己額価ま度 際 立

ル II明 用あ 書 代助者 ン 19]役番は 、

課り巴喜哀に理會誓 夕日所号‘

負 l I 格す只し、口〖
人 1野環‘ハ
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----- 1 まはい押 受い 内市 境 個
ガキ 額千 9 購 l 補

合ンす‘ く印 選 け ま -新 部数-
キ み II 円千入世

6 300 費帯
81セ゜配だし 取す へ井リを丘 では千 円 のに助
・ン 達さ‘届りが 郵 210サ朗 300 
0夕時い 自← を‘送のイ記呵 円 部`

生ごみ処理器設置図

し

ミュージ介ヽ し7？し勺シー

7万l即切蒻
8月27日 ①午前10時 (2)午後 2時

全席 指 定

2,500円

土家里織

第
ー
部

ベ
ー
ト
ー
ペ
ン
・
・
・
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
「
月
光
」
「
悲
愴
」

第
2
部
ー
お
話
を
ま
じ
え
て

シ
ョ
パ
ン
・
・・
小
犬
の
ワ
ル
ツ

ほ
か

七
生
公
会
堂
円

。。。
2
 

定指席全

午
後

2
時

10
月
16
日

神
谷
郁
代

楽
し
い
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト

1 1月18日 午後 7時

s席6,000円 A席5,000円
B席4,000円

に一マシュ・ケ・ナダ

フール・オン・ザ・
ヒルほか

室内楽名曲コンサート

澤和樹弦楽四重奏団

エマ・ジョンソン

（クラリネット）

1 1月11日 午後 7時

S席3,500円 A席2,500円
※学割あり

包
彫
紗
窃
°
改
シ
J
デ
る
必

慇
ヅ
ラ
紗
彫
⑩

エマ・ジョンソン
モーツァルト：クラリネット

五重奏曲ほか

心 r~~,.-. 
'ri函••一:.. ・ 謬 i`、市民会館てしの催し：~霰ン・ ••• ` `‘~ "． .• .、r・ • ・ ヽマ• J‘べ`・ー(:9:J → ・ 

9・ ・一一‘̀‘̀ 4ャ・` .、...＾｀•9 ．へ．．｀‘,..,.ー、：ざ‘`’··そ
”’ダIヽ ぷ・.m. 

一9Iゞ••ヽt.:.,.....-‘‘ -r. ：~ ^._．—`＇クこ．，がとー・ヤ3 S.，.,. ‘`9,~•ダ・ヽ ・・・ は‘:”̀
立、ご埒翁距迂： ナマ

心に残る生体験
岱ぷ究．3迄ぬ59..-r .. 91.x ・r--.r:"二：

夏から秋にかけての市民会館自主事業のラインナッフ

です。舞合はやっぱり生が一番。こ家族そろって、市民

会館にお出掛けください。

なお、これまでこのコーナーで紹介してきた 「市民会

館日程表」は、 8月15日号をもって掲載を中止します。

今後市民会館で行う催しを広報紙に掲載希望する方は、

本紙 8面の「みんなのメモ帳」をこ‘利用ください。

▽問合せ先＝市民会館（云85-2 0 1 1) 

市民会館日程表
8月6日～20日
ff85-2011 

-- → 

一---
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夏休み

子とも特集 みんなで尋えよう
二凸⑬こごみとリ骨イクル

ご

み

の

ゆ

く

え

ひ

の

し

も

日
野
市
で
は
、
こ
み
は
燃
や

も

す
こ
み
、
燃
や
さ
な
い
こ
み
、

だ

い

お

お

も

の

ゆ

う

が

い

そ
大
こ
み
（
大
き
な
物
）
、
有
害

ぶ

ん

る

い

あ

っ

こ
み
の

4
つ
に
分
類
し
て
集
め

て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運

ち

い

き

び
ま
す
（
モ
デ
ル
の
地
域
で
は
、

し
ん

ぶ

ん

ざ

っ

し

だ

ん

び
ん
、
か
ん
、
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ

ー
ル
、
ぎ
mつに応パ
ッ
ク
、
麟
は
資

げ

ん

あ

っ

源
と
し
て
集
め
て
い
ま
す
）
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

も

だ

い

ど

こ

ろ

で

燃
や
す
ご
み
（
台
所
か
ら
出
る

な

ま

か

み

る

い

し

ょ

う

生
こ
み
や
紙
類
）
は
、
焼
き
ゃ
く

も

も

ろ
で
燃
や
し
、
燃
え
た
こ
み
は
、

や

く

は

い

約
14％
く
ら
い
の
灰
に
な
り
ま

も

だ

い

す
。
燃
や
さ
な
い
こ
み
と
そ
大

お
お

こ
み
は
、
大
き
な
ハ
ン
マ
ー
の

き

か

A

つ
い
た
機
械
で
15竺
屈
く
ら
い

お
お

の
大
き
さ
に
く
だ
き
ま
す
。
こ

な

か

も

も

の

し

ょ

う

の
中
で
燃
え
る
物
は
焼
き
ゃ
く

ほ

う

な

が

ろ
の
方
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。

て

つ

る

い

じ

し

や

く

ぶ

ん

べ

つ

鉄
類
と
ア
ル
ミ
は
磁
石
で
分
別

し

げ

ん

さ

い

り

よ

う

し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
し
ま

も

も

の

す
。
そ
の
ほ
か
の
燃
え
な
い
物

は
、
灰
と
一
し
ょ
に
日
の
出
町

う
め
だ
て
場
の
問
題

言
。
〗

>

⑬
 

ら

巳口
だ

な

か

い

ち

ば

ん

お

お

な

ん

ざ

っ

し

み
な
さ
ん
が
出
す
こ
み
の
中
で
、
一
番
多
い
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
ん
が
雑
誌
の
よ
う
な

の
こ

翫
か
も
知
れ
喜
ん
。
記
事
を
幻
べ
残
せ
ば
そ
れ
は
匹
こ
み
に
な
り
、
こ
わ
れ
て
貶
れ
な
く

わ
た
し

じ
て
ん
し
ゃ

な
っ
た
自
転
車
は
、
そ
大
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
じ
、
私
た
ち
の
く
ら
し
か
ら

と
く
し
ゅ
う

こ

ん

か

い

な

つ

や

す

こ

は
、
い
つ
も
ご
み
が
出
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
夏
休
み
子
ど
も
特
集
で
は
、
「
こ
み
と
リ
サ
イ
ク

は

な

し

か

ぞ

く

か

た

と

も

だ

ち

す

く

ル
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
家
族
の
方
や
お
友
達
と
「
こ
み
を
少
な
く
す
る
＜
ら
し
」
に
つ

か
ん
が

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課
）

わ

た

し

な

か

私
た
ち
の
く
ら
し
の
中
か
ら

ま

い

に

ち

で

は
、
毎
日
ま
い
に
ち
こ
み
が
出

つ
づ続

け
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

ふ

つ

づ

み
は
増
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

と
く

れ

い

ぞ

う

こ

せ

ん

特
に
冷
蔵
崖
や
洗
た
く
機
、
テ

も

レ
ビ
、
ベ
ッ
ド
の
よ
う
な
燃
え

ふ

な
い
こ
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

た

じ

ょ

う

た

に
あ
る
う
め
立
て
場
に
う
め
立

ゅ

う

が

い

ほ

っ

て
て
い
ま
す
。
有
害
こ
み
は
北

海
道
に
送
っ
て
、
水
銀
の
処
理

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

t の し-··.••:::,:.:::: ：ー：裟哀．t::••：笞．．． ：・・吝•:•:.- ...... .".ヽ
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で

て
と
し

、

は

灰

ふ

不

は

一

=
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夕

ン

）
置
ニ
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．
．
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心
I l 

と
ゞいんふっ

燃物を

こぶ

ひて，、北ら たじょう

日の出町のうめ立て場
\ — 

((1.J.~ 
ク 4B

Iiっがいどう すいぎL

北海道で水銀の

贔註する

さ

い

ご

さ
て
、
こ
み
の
最
後
は
う
め

増
え
続
け
る
こ
み

r今
、
＿
‘
-
み
は
ど
う
な

が
っ
こ
う

こ
う
も
ん
ま
え

み
な
さ
ん
の
学
校
の
校
門
前

あ

お

お

に
、
青
い
か
こ
が
隧
か
れ
て
い

み

る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し

あ

か

い

し

ゅ

う

ょ
う
。
こ
れ
は
空
き
か
ん
回
収

よ

う

き

容
器
（
コ
ン
テ
ナ
）
と
い
う
も
の

ひ

の

し

で
す
。
日
野
市
で
は
、
こ
の
ほ

し

げ

ん

さ

い

り

よ

う

か
に
資
涼
と
し
て
再
利
用
で
き

も

の

あ

っ

る
物
を
集
め
る
た
め
に
、
ス
テ

し
ゅ
う
せ
き
じ
ょ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
集
積
所
を

つ

く

し

ん

ぶ

ん

し

作
っ
て
、
び
ん
、
か
ん
、
新
聞
紙
、

声
ボ
ー
ル
、
畔
つ
に
知
パ
ッ
ク
‘
瞬

を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

再
利
用
の
ル
ー
ト
に
乗
せ
ま
す
。

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
野
市
で
集
め
ら
れ
た
紙
類

せ

い

し

こ

う

じ

ょ

う

か

こ

う

は
製
紙
工
場
で
加
工
さ
れ
、
も

い

ち

ど

か

み

う

う

一
度
い
ろ
い
ろ
な
紙
に
生
ま

か

か

み

げ

ん

り

ょ

う

れ
変
わ
り
ま
す
。
紙
の
原
料
が

き木
（
パ
ル
プ
）
で
あ
る
こ
と
も
知

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
紙

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、

し

ん

り

ん

し

げ

ん

た

い

せ

つ

森
林
資
源
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

か
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル

に

ほ

ん

し

げ

ん

す

く

く

に

日
本
は
資
源
の
少
な
い
国
で

と

く

げ

ん

り

ょ

う

す
。
特
に
ア
ル
ミ
か
ん
の
原
料

じ

が

ね

と
な
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
地
金
は
、

ゆ
に
ゅ
う

100％
を
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
ま

す
。
再
生
工
場
に
運
ば
れ
た
ス

チ
ー
ル
か
ん
は
、
ビ
ル
デ
ィ
ン

て

っ

き

ん

け

ん

ち

く

よ

う

ぎ

い

グ
の
鉄
筋
な
ど
建
築
用
の
材

り

ょ

う

さ

い

り

よ

う

料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の

J

［
み
ん
な
も
協
力
し
よ
う
／
．

た

わ
立
て
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

わ
た
し

し
た
。
私
た
ち
が
こ
み
の
う
め

た

ね

が

ひ

た

と
れ
く
ら
い
の
ご
み

立
て
を
お
願
い
し
て
い
る
日
の

で

ま

ち

た

じ

ょ

う

を

減

ら

す

の

か

出
町
の
う
め
立
て
場
に
は
、
多

ま

し

ひ

と

ま

ち

摩
の
26の
市
と
―
つ
の
町
が
、

た

へ

い

せ

い

ね

ん

ど

ね

ん

か

ん

ひ

こ
み
を
う
め
立
て
て
い
ま
す
。
平
成
5
年
度
の
1
年
間
に
日

へ

い

せ

い

ね

ん

ど

し

の

し

み

ん

だ

り

ょ

う

こ
こ
は
、
平
成
8
年
度
ま
で
使
野
市
民
が
出
し
た
こ
み
の
量
は
、

ま

ん

せ

ん

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

5
万
7
千
17吠
で
し
た
。
こ
れ

ふ

す

が

っ

こ

う

が
、
こ
み
が
増
え
過
ぎ
た
た
め
、
を
学
校
の
プ
ー
ル
に
入
れ
た
と

よ

て

い

は

や

や

く

ぶ

ん

予
定
よ
り
も
早
く
う
ま
っ
て
し
す
る
と
、
約
lgo
ぱ
い
分
に
も
な

ナ
A

か

く

ど

お

へ

い

せ

い

や

く

ま
い
ま
し
た
。
計
同
通
り
平
成
り
ま
す
。
こ
の
こ
み
の
約

25

ひ
つ
よ
う

ね

ん

ど

し

よ

う

8
年
度
ま
で
使
用
す
る
た
め
に

％
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
に

わ
た
し

は
、
ど
こ
の
市
で
も
う
め
立
て
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
平

き

ん

ひ

と

り

あ

ま

い

に

ち

ゃ

＜

場
に
持
っ
て
い
く
こ
み
を
減
ら
均
し
て
一
人
当
た
り
毎
日
約
880

だ

さ
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
よ

1890笠
の
こ
み
を
出
し
て
い
ま

ま

ち

た

ね

が

に

ち

ゃ

＜

そ
の
町
に
う
め
立
て
を
お
願
い
す
か
ら
、

1
日
約
220
崎
の
こ
み

へ

ど

り

ょ

く

ひ

つ

よ

う

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
を
減
ら
す
努
力
が
必
要
と
い
う

ぁ

み
を
咸
ら
す
と
い
う
こ
と
は
当
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

誌

：
3001400
崎
、
ビ
ー
ル
び
ん

…
Goo
笠
、
一
し
ょ
う
び
ん
…
gOO

わ

た

し

ま

わ

私
た
ち
の
問
り
に
あ
っ
て
こ

も
の

み
に
な
り
や
す
い
物
で
は
、
ア
笠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ル
ミ
か
ん
…

1
7
.
6
笠
、
ス
チ
ど
う
し
た
ら
こ
み
が
減
る
か

か
ん
が

ー
ル
か
ん
…

50
笠
、
ま
ん
が
雑
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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布
の
リ
サ
イ
ク
ル

か

く

か

て

い

だ

ふ

る

ぎ

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
古
着

い
ち
ど

ミ
か
ん
は
も
う
一
度
ア
ル
ミ
か

う

か

と

く

ん
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
特

つ
く

に
ア
ル
ミ
か
ん
を
作
る
と
き
に

さ

い

せ

い

も

の

つ

か

あ

た

ら

は
、
再
生
の
物
を
使
う
と
、
新

じ

が

ね

つ

か

く

ら

し
い
地
金
を
使
う
と
き
に
比
べせ

つ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
97％
も
節

や
く約

で
き
ま
す
。

つ

び
ん
は
、
一
し
ょ
う
び
ん
や

あ
ら

ビ
ー
ル
び
ん
の
よ
う
に
洗
っ
て

何
国
も
使
う
物
（
リ
タ
ー
ナ
フ

ち
ょ
う
み

ル
び
ん
）
と
、
ジ
ャ
ム
や
調
味

り

ょ

う

か

い

料
の
び
ん
の
よ
う
に
1
回
だ
け

つ

か

も

の

使
う
物
（
ワ
ン
ウ
ェ
イ
び
ん
）
が

さ

か

や

あ
り
ま
す
。
酒
屋
さ
ん
な
ど
で

ひ

と
引
き
取
っ
た
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び

さ
け

ん
は
、
酒
や
ビ
ー
ル
の
メ
ー
カ

さ

い

り

よ

う

ー
で
再
利
用
し
ま
す
。
ワ
ン
ウ

ェ
イ
び
ん
は
号
釦
‘
叩
耐
‘
み
尉

こ

く

し

ょ

く

わ

あ

っ

黒
色
に
分
け
て
集
め
、
カ
レ
ッ

ち
い

ト
（
小
さ
く
く
だ
く
）
に
し
て
び

ん
メ
ー
カ
ー
に
運
び
、
び
ん
の

原
料
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル

ま
え

た
り
前
の
こ
と
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

たいさつ レげ` Iv

、玉繭藝疇“̀“し（IIIII"’

げう「：ん力‘11け？

集団回収に

さんか

参加したことあるかな

フリーマーケットなどで

さいりよう

再利用することもできるんだ

類
は
、

60％
以
上
そ
の
ま
ま
使

う
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ま
だ

ゃ
ぶ

ど
こ
も
破
れ
た
り
し
て
い
な
い

ち
い

の
に
、
小
さ
く
な
っ
た
と
言
っ

て
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン
を
こ
み
に

だ出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ

ま

ぬ

の

り

っ

と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
布
も
立

ぱ

し

げ

ん

と

ん

や

派
な
資
源
で
す
。
問
屋
さ
ん
に

は

こ

い

る

い

こ

ま

ぶ

ん

る

い

運
ば
れ
た
衣
類
は
細
か
く
分
類

つ

か

も

の

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
使
え
る
物
は

お

も

く

に

ぐ

に

ゆ

し
ゅ
つ

主
に
ア
ジ
ア
の
国
々
に
輸
出
さ

も

め

ん

ぬ

の

れ
ま
す
。
木
綿
の
布
は
ウ
エ
ス

き

か

い

と
言
っ
て
機
械
を
み
が
い
た
り

こ
う
じ
ょ
う
よ
う

す
る
工
場
用
の
ぞ
う
き
ん
と

つ

か

も

の

し
て
使
わ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
物

き

か

い

つ

か

い

と

は
機
械
を
使
っ
て
く
ず
糸
に
し
、

再
び
布
地
に
つ
む
ぎ
ま
す
。
カ

う

ら

じ

ー
ペ
ッ
ト
の
裏
地
や
ぬ
い
ぐ
る

み
の
し
ん
な
ど
も
、
再
利
用
の

つ
か

せ
ん
い
を
使
っ
て
い
ま
す
。

竺
●

a

こ
み
の
こ
と
や
リ
サ
イ
ク
ル

し
つ
も
ん

に
つ
い
て
の
質
問
は
、
ク
リ
ーか

ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課
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▲花咲く秋が待ち遠しい （昨 年）
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i

生
活
課
で
は
、
「
夏
休
み
親
子
教
室
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

i

~
教
室
を
開
き
ま
す。
親
子で
過
こ
す
機
会
が多
く
な
る
夏
休
み

i

i
で
す
。
こ
の
夏
、
親
子
の
思
い
出
づ
く
り
の
た
め
に
も

、

「
夏休
~曹

：
み
親
子
教
室
」
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
参

i

扇
希
望
者
は
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

••••
•••
••
••••••••••••••••••

••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
あ
る
廃

物
（
牛
乳
パ
ッ
ク
、
蛇
腹
の
ス
ト

ロ
ー
な
ど
）
を
使
っ
て
、
楽
し
い

動
き
を
す
る
オ
モ
チ
ャ
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
教
室
で
は
、
例
え
ば
蛇
腹

の
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
オ
モ
チ
ャ

で
、
く
ね
く
ね
と
体
を
動
か
す

「
ク
ネ
ク
ネ
人
形
」
を
作
っ
た
り

し
ま
す
（
ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
工

作
が
で
き
ま
す
）
。

作
っ
た
後
は
楽
し
く
遊
べ
て
、

し
か
も
夏
休
み
の
エ
作
の
宿
題
の

ヒ
ン
ト
に
も
な
る
リ
サ
イ
ク
ル

工
作
で
す
。
夏
の
ひ
と
と
き
、
親

子
で
工
作
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
時
1
1
8月
21日
午
前
9
時
30

分

1
1
1時
30分

▽
講
師
11
小
関
武
明
氏

（
造
形

・

今
、
暮
ら
し
の
中
に
は
、
多
く

の
衣
料
品
が
出
回
り
、
そ
の
素
材

も
合
成
繊
維
か
ら
絹
や
麻
な
ど
の

天
然
繊
維
ま
で
実
に
様
々
で
す
。

繊
維
や
染
料
の
性
質
を
知
る
こ
と

は
、
衣
料
品
の
購
入
、
洗
躍
、
保

管
の
際
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。

ろ
う
け
つ
染
め
を
親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
、
繊
維
や
染
色
の
性
質

生
活
課
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

さ

れ

ま

す

。

の

「

す

て

き

な

余

暇

活

動

」

を

募

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
た
い

集
し
、
そ
れ
を
も
と
に

『余
暇
活

へ
ん
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
動
の
ヒ
ン
ト
集
』
を
作
成
し
ま
す

東
京
都
の
水
道
水
諒
の
4
分

ま

す

。

が

、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
理

解

（

平

成

7
年
1
月
こ
ろ
発
行
予

の
3
を
占
め
る
利
根
川
系
ダ
ム
日
野
市
に
お
い
て
も
、
都
水
い
た
だ
き
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
定
）
。

群
の
貯
水
星
は、

6
月
以
降
の
通
の
供
給
を
受
け
て
い
る
た
節
水
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
今
、
熱
中
し
て
い
る

降
雨
不
足
に
よ
り
急
激
に
減
少
め
、
こ
の
夏
、
水
不
足
が
予
想
（
水
道
部
業
務
課
）
こ
と
、

余
暇
を
利
用
し
て
こ
ん
な

事
が
で
き
た
ら
と
い
う
夢
や
ア
イ

一
般
家
庭
で

1
日
あ
た
り

し
て
い
ま
す
。

こ

の

た

め

、

都

の

利

根

川

か

デ

ア

、

な

ん

で

も

結

構

で

す

。

ら
の
取
水
星数
が

削

減

さ

れ

て

い

バ

ケ

ッ

8
杯

程

度

を

目

標

に

皆

さ

ん

の

す

て

き

な

余

暇

の

過

多
市
内

7
会

場

で

※
日
野
中
央
公
園
南
（
先
着
550人）

一

／
旭
が
丘
中
央
公
園
（
同
200人）

菊
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

い
彗
[150

い二汀

帥
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
（
］
人
4
本
程
度
）
。
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
区
セ
ン
タ
ー
（
同
200人）

／
東
京

は
、
市
の
花
「
菊
」
の
苗

（用

土

、

配

布

す

る

品

種

は

、

ポ

ッ

ト

マ

す

。

南

農

協

七

生

支

店

（

同

250人
）
／

肥
料
付
き
）
を
市
内

7
会
場
で
市
ム
と
ス
プ
レ
ー
菊
で
、

5
号
素
焼
秋
に
は
、
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
も
八
小
校
門
前
（
同
150人）

／
万
願

民
の
皆
さ
ん
に
無
料
配
布
し
ま
す
き
鉢
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
育
て
て

寺
第
8
号
公
園
内
痰
東
部
会
館
裏

み

て

く

だ

さ

い

。

（

同

150人）

▽
日
時
1
1
8月
13日
午
前
10時
か
▽
問
合
せ
先
11曲
日
野
市
環
境
緑

ら

※

雨

天

実

施

化

協

会

6
市
役
所
内
線
265

▽
会
場

11
日
野
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

化
と
み
ど
り
の
健
康
相
談

8
月
の
「
花
と
み
ど
り
の
健
康

相
談
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
8月
6
日
午
前
9
時
1

正
午

（受
け
付
け
は
午
前
11時
40

分
ま
で
）
※
雨
天
実
施

▽
会
場

11
日
野
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

節
水
に
こ
協
力
を
均

生活・保健センターて1

三； •三'―'―ヽ-

＝ニ 盲’

•三

（日
野
中
央
公
園
南
）

▽
内
容
11
草
花
、
植
木
、
菊
、
造

園
（
庭
作
り
）
な
ど
の
相
談

▽
問
合
せ
先
11閲
日
野
市
環
塙
緑

化
協
会
6
市
役
所
内
線
265

L 
中高年勤労者
福祉推進員7

養成講座を開催

美
術
教
育
家
）

▽
対
象
11小
学
校
低
学
年
の
子
と

親、

30人
※
先
着
順

▽
持
ち
物
11牛
乳
パ
ッ
ク
、
乳
酸

飲
料
の
ポ
リ
容
器
、
蛇
腹
の
ス
ト

ロ
ー
、
は
さ
み

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
8月
21日
午
後
1
時
30

分
1
4時
30分

▽
対
象
11小
学
生
以
上
の
子
と
親

（子
供
だ
け
の
参
加
も
可
）、
20人

※
先
着
順

▽
費
用
11無
料

▽
持
ち
物
11
エ
プ
ロ
ン

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11生

日
日
11日叶ーー・t.t

・日月日ユ

一

海
運
営
合
同
委
員
会
は
、
昭
和
そ
こ
で
、
平
成
6
年
度
の
ま
ら
れ
、
去
る
6
月
23日
、
ま
ち

洋
の
建
築
協
定
締
結
以
来
、
ち
づ
く
り
月
間
に
あ
た
り
、
同
づ
く
り
功
労
者
と
し
て
建
設
大

J

の
順
守
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
建
築
協
定
と
地
区
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け

ま
た
、
平
成
5
年
に
建
築
協
定
計
画
に
よ
る
良
好
な
庄
環
境
の
ま
し
た
。

（

都
市
計
画
課
）

が
期
限
満
了
を
迎
え
る
に
あ
た

っ

て

は

、

地

区

計

画

へ

の

移

行

『

京

王

平

山

住

宅

地

区

建

築

協

定

運

営

合
同
委
員
会
』
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

に
向
け
、
住
民
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
に
著
し
い
功
結
が
あ

-
．t

・
t

・
9
:

．
t

・
t
.
t
.
t
.
t
.
t
.
t
.
t

・

t
:

．
t

・

t
:

．
t
.
t

・
・

:
.
t
-

．

1
-

—
●
―

-
t
.
t
.
t

・

活

・

保

健

セ

ン

タ

ー

在

学

者

と

よ

だ

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

今
月
の
催
し

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
生
活
課
▽
応
募
方
法
1
1
9月
30日
ま
で
に

(C
8
1
.
4
1
1
2
)

ハ
ガ
キ
か
封
書

(
B
5
判
の
用

紙
）
で
バ
ガ
キ
の
場
合
は
表
側
に
、
⑥
一
冗
陽
会
・
渡
辺
き
わ
子
個
展

封
書
の
場
合
は
封
筒
か
応
募
用
紙
▽
日
程
1
1
8月
16日
ー
21日

の
裏
側
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
▽
内
容
11油
絵
約
50点

番
号
、
職
業
、
年
齢
を
記
入
し
、
▽
問
合
せ
先
11渡
辺

(ff83.6

*
*
＊
＊
＊
教
え
て
く
だ
さ
い
／
．
＊
＊
＊
＊
＊

生
活
課
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
係

0
1
7
)

(〒
191日
野
市
日
野
本
町

1
の
6

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

今
号
を
も

す
て
き
な
余
暇
の
過
ご
し
方

こ
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

と
い
っ
た
、
余
暇
に
関
す
る
お
得

の
2
生
氾
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

っ
て
終
了
し
ま
す
。

▽
募
集
内
容
11①
現

在

取

り

組

ん

な

情

報

へ

※

応

募

い

た

だ

い

た

方

に

『余
今
後
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
い
る
こ
と

②
こ
ん
な
事
が
で
※
応
募
い
た
だ
い
た
原
稿
を
、
そ
暇
活
動
の
ヒ
ン
ト
集
』
を
お
送
り
で
行
う
催
し
を
広
報
紙
に
掲
載
希

き

た

ら

と

い

う

夢

や

ア

イ

デ

ア

③

の

ま

ま

印

刷

の

際

の

原

稿

に

使

用

し

ま

す

望

さ

れ

る

方

は

、

本

紙

8
面
の

「

市
内
に
は
「
こ
ん
な
す
て
き
な
場
し
ま
す
の
で
、
こ
了
承
く
だ
さ
い
。
▽
問
合
せ
先

11
生
活
課

(681
・
み
ん
な
の
メ
モ
帳
」
を
ご
利
用
く

所
が
あ
り
、
散
策
コー
ス
に
最
適
」
▽
応
募
資
格
1
1市
内
在
住
・
在
勁•
4
1
1
2
)

だ
さ
い
。

東
京
都
立
川
労
政
事
務
所
で

は、

「中
高
年
勤
労
者
福
祉
推
進

貴
」
を
痰
成
す
る
講
座
を
開
催
し

ま
す
。「

中
高
年
勤
労
者
福
祉
推
進
量こ

は
、
中
・
高
年
勤
労
者
の
方
が
第

2
の
人
生
に
生
き
が
い
を
感
じ
、

「
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
」
が

送
れ
る
よ
う
、
日
常
、
職
場
な
ど

で
老
後
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
適

切
な
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

生
涯
生
活
設
計
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

す。
こ
の
機
会
に
受
講
さ
れ
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▽
日
程
11
9
月
13日
1
1
0月
21日

（全
10回
）

▽
会
場
11
同
事
務
所

▽
内
容
11生
活
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ほ
か

▽
対
象
11①
中

・
高
年
勁
労
者
を

雇
用
す
る
中
小
企
業
の
人
事
、
労

務
管
理
者
及
び
担
当
者
②
中
小

企
業
団
体
等
の
職
員

③

労
働
組

合
等
の
担
当
者
④
中

・
高
年
勁

労
者
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

都
立
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
「
火
曜
ス

ポ
ー
ツ
デ
ー
」
と
「
多
摩
ス
ポ
ー

ツ
デ
ー
」
が
あ
り
、
共
に
時
間
と

競
技
を
指
定
し
、
ア
リ
ー
ナ
や
蜆

技
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
も
個
人
で
も
自
由

に
利
用
で
き
ま
す
。
気
持
ち
の
い

い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

唖
火
曜
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

▽
日
程
・
種
目
1
1
8月
2
日
・

16
日
・

30日
・
・
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
8

月
2
日
・
・
・
卓
球
／
8
月
9
B
.
2
3

日
：
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
／
8
月
9
日

…
サ
ロ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
8
月

2
日
・

9
日
・

16日
・

23日
・

30

日
・
・
・
弓
道

▽
時
間
11弓
道
を
除
き
、
い
ず
れ

の
種
目
も
、

午
後
1
時
30分
1
5

時
30分
と
午
後
6
時
ー
午
後
8
時

30分
の
2
回
※
弓
道
は
午
後
6
時

1
8時
30分
の
み

▽
対
象
11
小
学
生
以
上
（
弓
道
は

都
立
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館

⇒
桑
ー
ツ
デ
ー
』

▽
定
員
1180人
※
先
着
順

▽
費
用

11無
料

▽
申
込
み

1
1
9月
2
日
ま
で
に
所

定
の
申
込
書
で
束
京
都
立
川
労
政

事
務
所

(-T190
立
川
市
曙
町
3
の

7
の
10
)
へ
※
申
込
書
は
同
事
務

所
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容

等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
同
事
務
所

(622

.
3
1
7
1
)
 

高
校
生
以
上
）
※
小
学
生
が
夜
問

に
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
高
校

生
以
上
の
付
き
添
い
が
必
要

▽
定
員
11
各
40人
※
サ
ロ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、

弓
道
は
各
30人

▽
費
用
1
1
1人
1
回
大
人
140
円、

中
学
生
以
下
70円
、
弓
道
は
1
人

1
回
290円
※
当
日
、
受
付
で
使
用

券
を
お
求
め
く
だ
さ
い

▽
持
ち
物
11室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど

圏
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

▽
日
程
1
1
8月
21日

▽
時
間
・
種
目
11午
前
9
時
ー
午

後
0
時
30分
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／

午
後
1
時
30分
ー
4
時
30分
…
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▽
対
象
11小
学
生
以
上

▽
定
員
11
各
40人

▽
費
用
1
1
1人
1
回
大
人
140
円、

中
学
生
以
下
70円
※
当
日
、
受
付

で
使
用
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い

▽
持
ち
物
11室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
・
問

合
せ
先
11
同
館

(6
4
4
.
4
1
5

2
)
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こ
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も
午
後

1
時

30
分
＼

3
時

3
0
(

i
 

前

分

。
日
程
と
問
合
せ
先
は
、
次
加

u
 

一

の

と

お

り

で

す

。

i

一

カ

の

。

．

◇
8
月
4
日
11
日
野
市
酒
費
者

lh

一

こ

且

運
動
連
絡
会

(f
f
8
1
.
4
1
1
5

[[汀
11

冒
鱈
い
活
一

一

活

2
生
活
課
内
）

運
動
推
進
協
議
会

(
6
8
1
.
0
"

一

＂^ i
 

加
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

2
6
5
)

9

生
話
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の

◇
8
月
18日
…
市
民
自
治
学
園
"

A
 叫

生
活
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
ア
ル
ミ

O
B会

(6
8
5
.
1
3
0
8
)
1
1

）
缶
、
古
布
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
資

◇

8
月
25日
：
：
日
野
市
民
リ
サ
一

冨
回
収
を
行
い
ま
す
。
イ
ク
ル
連
絡
会

(
6
9
1
.
7
0
5

r

回
収
す
る
時
間
は
、
い
ず
れ

6

8

)

(

r
き
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―
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―

~
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d
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[
全
国
消
費
実
態
調
査
に

J
 

[

ご

協

力

く

だ

さ

い

i

一9
月
か
ら
11
月
ま
で
の
3
カ
に
な
り
ま
す
。

一
て
足
わ
た
り
、
「
平
成

6
年
全
国

8
月
上
旬
か
ら
調
査
貝
が
、
】

11

浬
費
実
態
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
統
計
的
な
方
法
に
よ
り
抽
出
さ
叫

11

す
。

れ

た

世

帯

へ

伺

い
ま
す
の
で
、
呵

〗
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
ら
こ
協
力
を
お
願
いし
ま
す
。
(

し
向
き
を
、
家
計
の
所
得
、
消
な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
叫

～
 

)
 〗

費
、
資
産
の
面
か
ら
総
合
的
に
を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
は
使

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
用
し
ま
せ
ん
。

訓
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
今
後
▽
問
合
せ
先
11企
画
課
6
内
線
）

）
 ＂

の
施
策
の
た
め
の

貴
重
な
資
料

418
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r

＝-)--r而

（

島
熱
帯
植
物
園
ー
葛
西
臨
語
公
i

園
（
昼
食
）
ー
船
の
科
学
館

III

に

の

会

三

沢

中

前

（
解
散
）
※
解
散
は
[

一

象

し

の

対

f
学

午

後

5
時
30分
こ
ろ
を
予
定

～
 

竹

区

を

見

▽

定

員

1145人
※
先
着
順
。
小
〔

学

生

は

保

護

者

同

伴

一

～

子

▽
費
用
1
1
1人
千
500円
※
当
日
＂

〗
頭．

親
と
ス

i
 

i

琴

親

バ

徴

収
▽
持
ち
物
11当
日
の
昼
食
。
そ
'

l
-―
―
沢
中
地
区
育
成
会
で
は
、
の
他
、
雨
興
、
常
備
薬
等
必
要
〗

叫
三
沢
中
地
区
の
親
子
を
対
象
と

と

思

わ

れ

る

も

の

）

“
し
た
バ
ス
見
学
会
を
次
の
と
お
▽
申
込
み
11往
復
ハ
ガ
キ
で
。
叫

＂
り

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

5

叩
だ
さ
い
。

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
い

＂＂ 

（
▽
日
程
1
1
8月
23日
※
雨
天
実
志
田
千
代
子

(-T191
日
野
市
落
皿

叫

施

川

1
4
0
f
f
9
1
.
0
4
2
3
)
へ

）

p

仰

▽
集
合
場
所

11午
前
8
時
10分
※

8
月
18日
ま
で
に
返
信
ハ
ガ
h

叫

に

三

沢

中

正

門

前

キ

が

来

な

い

場

合
は
、
電
話
で
）

（
 

^
 

叩
▽
コ
ー
ス

11
三
沢
中
前
ー
夢
の
問
い
合
わ
せ
を
。

r
`
-
f
-
9
り
l
-
•
;
,
9
-
-
『
-
l
_
-
'
`
―
―

-0『
―
―
・
・
~
り
＝
―
＿
_
-
r
．
一
~
り
―

-
-
n
-
．．
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て^°‘
1994年（平成6年） 8月1日

第852号

電話で聞ける市政情報罰畠日主悶且 9:00~20:00 
合0120-042586（無料） （ 9 : 00~17 : 00 

年末年始を除く ） 
唖
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
8
月
例
会

＂
宮
澤
賢
治
劇
・
プ
ロ
・
ア
マ
上
演

IJ

油
劇
企
画
「
く
す
の
き
」
（プ
ロ
）

と
公
民
館
主
催
高
齢
者
洞
劇
教
室

「~J
っ
た
に洞
劇
団
」
（ア
マ
チ
ュ

ア
）
が
、
宮
澤
賢
治
の

「ど
ん
ぐ

り
と
山
猫
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
洞
じ

ま
す
。
プ
ロ
の
「
語
り
芝
居
」
と

い
う
舞
台
表
現
の
す
ば
ら
し
さ

と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
の
挑
戦
を
、

じ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8月
19
日
午
後
7
時
1

8
時
40分

▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
作
品
11ど
ん
ぐ
り
と
山
猫

・
ツロ

ロ
旦
“
1
8
B
[
/
/
2
0
0

〗
〗1
8
[
<

〗
二
[
[
/

分[
／

午
前
・
午
後
…
七
ツ
塚
▽
持
ち
物

11
弁
当

(18
日
の
昼

9
↑』'細

I’細日
':'IHり
：

9
．

i
iし＇↑，
0
,
9
,
0
,，＇り

'
i

青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

遺
跡
で
体
験
発
掘
、
夕
食
）
、
ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク

（体
験
発
掘

食
・
・
・
縄
文
バ
ー
ベ
キ
ュ
に
使
用
）
、

雨
具
、
バ
ス
タ
オ
ル

ー
、
夜
・
・
魏
文
道
具
作

（大
）、

コ

ッ

プ

、

は

し

、

そ

の

他

｛

夫

応

2
未
女
畠
只
草
分
佳
本

り
、
花
火
大
会
／
19日

1
泊
す
る
の
に
必
要
な
物

午
前
・
・
・
縄
文
道
具
で

※

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

（長
そ

10月
1
日
・

2
日
に
日
野
中
央

II

さ
あ
仕
事
II
、
す
い
か
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
運
動
公
園
で
、
こ
と
し
も
日
野
の
若
者

割

り

靴

）。

た
ち
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
青

▽
集
合
・
解
散
11
18日
▽
申
込
み
先
1
1
8月
5
日
ま
で
に
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

午
前
9
時
30分
・
・
・
仲
田

電
話
で
社
会
教
育
課
(ff
内
線
532)
す
。

自
然
体
験
広
場
集
合

へ

現

在

、

こ

の

祭

典

の

企

画

・

運

（
案
内
図
参
照
）
ヽ

919
日

営

を

行

う

実

行

委

員

を

募

集

し

て

◇仲田自然体験広場案内図◇
至立川駅 ＼＼仲田小 至立 日蠣

11 集

合

i 
至立）19

J
R
中
央
線

至豊田駅

8月6日午後7時30分から

8月に何があった
-8 • 15と平和を考える～

かつて、戦争があったことを知ることは、大切なことだと思い

ます。公民館では、戦争の悲惨さと平和の貴さを改めて考えてみ

たいと、下記の催しを行います。

[>会場＝中央公民館 ※定員のあるものは申し込みを

[>申込み先＝中央公民館 (ff81・ 7580) 

▽
出
演

11
洞
劇
企
画

「
く
す
の

き
」
、
「
こ
っ
た
に
演
劇
団
」

▽
定
員
11
60人
※
申
し
込
み
を

▽
費
用

11無
料

0
あ
な
た
の
お
近
く
へ
／
．
移
動
公

民
館
ー
初
歩
か
ら
の
英
会
話
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
先
生

が、

外
国
の
話
な
ど
を
交
え、

楽

し
く
英
会
話
を
伝
授
し
ま
す
。

初
心
者
の
方
、
ぜ
ひ
こ
参
加
＜

だ
さ
い
。

星空映画
「ひろしまのエノキ」「しんちゃんのさんりんしゃ」

「つるにのって」 ひの児童館共催

8月13日午前10時から

定員20人（親子も可） 公開講座

「日野の昭和史」～日野の空襲

そして、にだんこ・（すいとん）を作ろう

（日野市内の空襲体験を聞き、にだんごを作る）

講師：谷春雄氏（日野市史編集委員）

：北村澄江氏（市史編さん室嘱託職員）

ひの児童館共催

▽
日
程
11
9
月
3
日
1
1
1月
26
日

毎
週
土
曜
日

（た
だ
し
第
2
．土曜

日
は
除
く
）
全

10回

▽
時
間
11
A
ク
ラ
ス
…
午
後
1
時

1
2
時
／
B
ク
ラ
ス
…
午
後
2
時

1
3
時

▽
会
場
11
-―一
中

※
申
で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を
。

▽
講
師
11
マ
ス
ュ
ー
・
マ
ク
フ
ィ

ー

（ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
イ
ン
グ
リ

ッ
シ

ュ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

8月14日午後1時～ 4時

ドキュメンタリーフィルム定員50人

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、

実
行
委
員
に
な
っ

て
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

ヽ
゜
カ▽

問
合
せ
先
11社
会
教
育
課
6
内

線

534

「上海」（亀井文夫監督・ 1938年作・日中敢争初期のすぐれた栽跡

記録映画）

講演：藤原 彰氏（元一橋大学教授）

以
上
、
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

11
中
央
公
民
館

(6
8
1
.
7
5
8

0
)
 

▽
定
員
I
I
A
ク
ラ
ス
1
0人
•
B

ク

ラ
ス
10人

(18歳
以
上
の
方）

※
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

定
鼻
を
越
え
た
場
合
は
、
三
中

・

――一沢
中
地
区
の
方
を
優
先
し
ま

す。▽
費
用
11無
料

8月1日～16日 小展示
戦争・原爆を描いた書籍（絵本から写真集まで）

日野図書館共催

8月6日～16日 展 ホ
一枚のハガキから 1あなたの戦争体験談

戦
後
49
年
、
公
民
館
で
は
こ
と

し
も
ま
た
、

平
和
を
考
え
る
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
の
時
を
忘

れ
な
い
た
め
に
、

若
い
人
へ
伝
え

て
い
く
た
め
に
、

戦
争
の
こ
と
や

当
時
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
少
し
で

も
結
構
で
す
か
ら
、
教
え
て
く
だ

除さ 護 150 該 ▽のどをずで 育願 は 日許 の 年 月 師教 の▽ ③ ▽職娠
させ 者 歳 平 当 受 賓 に 猶 ‘義 不こ 書 中 国 現 状 方 3以 は 員 正 資 事 職 員 出 東

塁 い い噂因閂誓汀 工塁誓 晏 皇虚悶 中学校卒業程度 翌釘 貪 ② 贋 占 皇書苔 倍 務 門 篇屈畠

恥 黎 誓 短閉方オf覧 中、苺嘉 謬 忘 塁 葛 羹 学満 しは日 経 なむ 用 ① ① 者暇 で

方 猶 育 る月
校腐、 、、 現験 い 教゚ 俎 教 を・は

‘予諸方 31 努急 悶蓋靡悶 慧 苔 旦 悶 認定試験を実施 ] 未 農 塁 在貪 と脊 り 担 貴 塁霊、仄
ま 若 学 で日い の 卒 ささに 得 ‘す認 匡房 6教滴 し、しし 臨 当 ② し 休 の
た し 校 ‘まず で 業 れせ 就 な 病゜定 都方年諭 60 て‘ 時 す 蓑 ま 業 と
はくに現で れすとたる 学 い 弱 試 8日から願書受け付け 若 3普 歳 平 ‘時的 る 護 す 補 お

醤覧 學喜 晶化 ゜塁互喜 喜開 鸞開 し ③ 月嘉盃腎 男 睾眉胄 喜゜ 誓且

筐恥Iiiil叫言言〗 t曰i]¥9冒i[
改 育 会 議 が 度 今、教育委員会 ぅ酉 た 保歳平学 はに 尋 ；星 ［塁贔胃も 持 都 23 ‘と村
正 委事 案 7第 ざ，.と'<；;；ざ戸｀．；` 詞 i予 は 護 以成校免就常 l摩 ］ 係京 は 月 参 内 歳平 しに

>; 9旦、99i t止ユii [ ［ ［ l9>[[ [9[: ［口〗[〗 i[ ［ 〗=- 7 ▽ 臣 同を 部 店 本▽ ▽ 習 千 ▽だの で く 大 り ① ＾ て 学第
審 ▽ 会 ▽ 員▽ 制, i誓 篇益日願が 等 受 へ以 に 部 募募生 人 募 け 科 も‘ 学自 テ放いの 2放
議第 委第 の 第 定足 義 合験に書 認 のけ な 上 てま集集 6 集 で目入 18で 宅 レ 送 ま 学 学送
会 15 貴 18委 19に呈 務 せ日 東 受め 事 る 043 ‘無 fっ5 '-要期 千 ② 人もが 学歳 すでビ大 す生期大
委期 の期 嘱期 つ） 3教 先 II京 付 た 由 こ ・詳 料は項間 人選 員 学 あが以 学 ・字 を゚ へ 学

放送大学
量 日 委 日に 日 い 育 IIll都 II 方がと 276しで 関 入 II 科 IIぶりで上 ② 習 ？、の 次 10で
の野 嘱野 つ 野 て至 2 
委 市 に 市 い 市 吾 0貨悶 甘 誓 青 翌誓 5且 胃 悶 ]斉 塁 虚 ；事 塁 麿 入 翠 芽 悶 麿 旦 は学生易集

翌 貧 只忍て 芦 ）函§ 喜誓 日 胃 轟 麿喜 l塁 房巌 付 生 科 がが す な 学 き の V お業平

つ 館 て財 教 9塁g教育会 1 文事 1大
り開成

嘉 怒 盟誓 ． 審承育可

主送 ま 五醤：lヽ③窒醤會塁 募 始 6
育庁 で 9 部由 .___,学 な 大 で 目 生 ま 科約 なは 規 に 集 .___,年

議認委決 ' .___,課学 月大と へ 本 書 学 履 2 す 目300たなのよ し 入度

妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休
業

補
助
教
職
員
候
補
者
を
募
集

◎
報
告
事
項

▽
8
月
行
事
予
定
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た

次
回
の
定
例
会
は、

8
月
3

日
午
前
10時
に
開
催
予
定
で
す
。

（学
校
教
育
部
庶
務
課
）

3 -17-31日困

パーク日野店前
万願荘 ・

谷仲山オリエ ン ト寮

B野中央公I首（グリーンコープ内）

4 ・ 18日困
3・17・31日困

24日休）

3・17・31日困

4 ・ 18日休
4 • 18日休

25日休

24日困
3・17・31日休

23日伏）
23日伏）
24日困

24日困

3 ・ 17・31日困

3 • 17•31 日困 I 10:40-1 1: 10 
4 ・ 18日t;+;lI 14:00-14:so 

下田住宅中央

10:00-I 0:30 

4 • 18日休 I o:oo-10:30 

公団高幡台団地郵便局前
明星団地中央

困
肉

日
日

5

0

 

2
3
 

6
 

2
 

14:00-14:50 
14:40-Is: I 0 

向川原市営住宅
南平浜田ピル前
むじな谷戸公園
南平丘陵公園
南平台住宅
松風こど も広場
向島間野荘前

公団百草団地児童遊園
百互団地アポ ロ広場
御磁J:.公園

4 • 18日休
25日休

2・16・30日肉
25日休

4 ・ 18日休
4 • 18日困

25日休

25日困
5 • 19日曲

2・16・30日肉

14:00-14:so 
10:40~ I I: 10 
15:20-I 5:5□ 
I I :20~ I I :50 
15:00--15:50 
11:20-I 1:50 
10:00-10:30 

1s:oo-1s:so 
11:00-11:so 
14:00-14:30 

24日困
25日休

11:20-11:so 
11 :OO-I I :so 

18日沐 10:40-11: 10 

19日曲
19日遥

18日沐

10:00-10:so 
11:00-11:so 
10:00-10:30 

23日因

24日困

23日伏）

25日休

2 ・16・30日肉

11:20-11:so 

, s:・oo-, s: so 

10:40-11:10 

14:40-1s:10 

I 0:00-I 0:30 

多摩平第 2公園

多摩平第 3公園

多摩平第 9公園

帝人多摩平アパート

多摩平218号館前

2 ・16・30日肉

3 ・ 17・31日困

2・16・30日図

24日困

24日困

11 :20-I I'.50 

11:00-11:so 

10:40-11:10 

14:00-14:so 

11 :20-I I :so 

小構コーポ佐野前

日野台児童遊園

緑ヶ丘中央公園

24日困

25日困

24日困

1s:oo-1s:so 

14:00-14:30 

14:00-14:50 

さ
い
。

あ
な
た
か
ら
の
ハ
ガ
キ
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
戦
争
伴
験

公
”
キ
で
9
•

投
稿
募
集

▽
締
切
日
ー
8
月
6
日

▽
送
付
先
11円
野
市
中
央
公
民
館

「
1
枚
の
ハ
ガ
キ
」
係
(
〒
191日

野
市
日
野
本
町
7
の
5
の
23
)
へ

※
匿
名
可
。

▽
問
合
せ
先
11
中
央
公
民
館

(6

81
.
7
5
8
0
)
 

(10月授業開始）

「
図
書
館
か
ら

]

お

知

ら

せ

◇
お
は
な
し
会

8
月
は
お
休
み
で
す

◇
展
示
会

〶
グ
ル
ー
プ
ふ
あ
り

「
レ
リ
ー
フ
壁
」

※
8
月
8
日
1
1
2日
は
定
期
点
検

の
た
め
、
ひ
ま
わ
り
号
は
休
み
で

す
。

▽
日
程
1
1
8月
2
日
1
3
0
日

▽
会
場
11百
草
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ

---＿ -----・---
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1994年（平成6年） 8月1日羨鼻如・：Lt洛

第852号 姿《点苓・`~q、 (8) 

市役所
代表電話雪85-1111

募集職種と受験資格

大学卒昭和44年 4月2日
短大卒程度

昭和47年 4月2日
以降に生まれた方

大学卒昭和40年 4月2日
短大卒程度

昭和43年 4月2日
以降に生まれた方

●大学卒…学校教育法による大学
を卒業しているか、平成 7年 3
月31日までに卒業見込み

●夕g大卒程度…学校教育法による
短期大学（高等専門学校含む）、
高等学校及ぴ高等学校卒業を条
件とする 2年制以上の喬等専門
学校を卒業しているか、平成 7
年 3月31日までに卒業見込み

＊技術職員については、それぞれ
の関係課程を履修のこと

昭和45年4月2日以降に生
まれた方

保母資格を取得しているか、平成
7年 3月31日までに取得見込み

昭和45年4月2日以降に生
まれた方

小学校教諭免許、幼稚圏教諭免許、
保母資格のいずれかを取得してい
るか、平成 7年 3月31日までに取
得見込み

昭和43年 4月2日以降に生
まれた方

昭和34年 4月2日以降に生
まれた方

昭和40年4月2日以降に生
まれた方

＊
日
野
の
と
ん
と
ん
昔
の
会

▽
日
時

1
1
8月
2
日
午
前

10時
1

正
午
▽
会
場

11高
幡
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
内
容

11古
木
伸
夫
氏
の
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ

ー、

菊
地
正
氏
の
昔
話

「
子
育
て
地
蔵
さ
ま
」
ほ
か
▽
問
合

せ
先

11北
田

(
6
9
3
.
2
3
1
7
)

高等学校を卒業 しているか、平成
7年 3月31日までに卒業見込み
（大学・短期大学を卒業、及び在学
中の方は除く）

次の①、②をともにみたすこと
（見込みも可）
①学芸員の資格を取得している
②史学科・考古学科・人類学科等

で考古学関係の卒業論文ないし
修士論文を提出し、大学卒業ま
たは大学院博士前期課程を修了

＊技術職員（電気・機械）及び作業員は変則勤務を条件とします。

平
成

7
年
度
採
用

平
成

7
年
度
採
用
の
日
野
市
職

鼻
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
・
受
験
資
格

11別
表
の
と

お
り

▽
募
集
人
員

11事
務
職
願
、
技
術

職
貴
、
保
母
、
児
童
厚
生
鼻
、
作

業
員

・
給
食
調
理
員
、
用
務
員
は

若
干
人
。
学
芸
具
は

1
人

▼
電
気
の
は
な
し
と
電
気
工
作
▽

日
時

1123日
午
前

9
時

30分
1
1
1

時
30分
▽
対
象

11親
子
の
参
加
可

※
甲
し
込
み
を
▼
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時

1130日
・

31日
午
後

2
時

1
3時
30分
※
実
行
委
員
募
集
中

な
も
の
▼

8
.
1
5
っ
て
な
あ
に
？

▽
日
時

1113日
午
前

10時
ー
午
後

1
時

30分
▽
内
容

1
1
8
.
1
5を
考

え
な
が
ら
食
事
を
し
よ
う
▽
対
象

11小
1
以
上

20人
▽
費
用

11
200円

合
ひ
ら
や
ま
児
童
館

(8
月
）

（

申

し

込

み

時

）

※

公

民

館

共

催

▼

f
f
9
2
.
6
8
1
1

お
ば
け
や
し
き
実
行
委
員
会
▽
日

▼
手
作
り
絵
本
▽
日
時

1
1
1日
・
合
ひ
の
児
箪
館

(
8月
）

時

11
17日
午
後

3
時

1
4時
▽
内

8
日
午
前

9
時

30分
1
1
1時
30分

6
8
1
.
7
6
7
5
容

11お
ば
け
や
し
き
を
盛
り
上
げ

▽
対
象

11小
l
以
上
※
親
子
の
参
▼
卓
球
の
日
▽
日
時

1
1
1日
・

15
て
く
れ
る
人
集
合
▽
対
象

11小
5

加
可
▼
つ
く
ろ
う
！
お
散
歩
大
蛇
日
午
後

3
時
ー

4
時

30分
▽

対

象

以
上

10人
※
電
話
で
甲
し
込
み
を

▽
日
時

1110日
午
前

9
時
30分
1
1
1小
3
以
上
▽
持
ち
物

11上
履
き
▼
わ
く
わ
く
学
習
術

2
▽
日
時

11

11時
30分
▽
対
象

11小
1
以
上
※
▼
星
空
映
画
会
▽
日
時

I
i
6日
午

24日
ー

26日
午
前

10時
ー
正
午
と

申
し
込
み
を
▼
つ
く
ろ
う
ー
ア
メ
後

7
時

30分
ー

9
時
▽
対
象

11小
午

後

1
時

1
3時
※
全
日
参
加
▽

リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
▽
日
時

1115日

1
以
上
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
▽

内
容

11電
気
の
実
験
、
イ
ン
ド
カ

午
前

9
時

30分
1
1
1時
30分
▽
対

内

容

11「
ひ
ろ
し
ま
の
エ
ノ
キ
」
ほ
レ
ー
づ
く
り
な
ど
▽
対
象

11小
ー

象

11小
l
以
上
※
申
し
込
み
を
▼

か

※
公
民
館
共
催
▼
ち
び
っ
こ
あ
以
上

20人
▽
費
用

11
千

500
円
（
申

和
紙
染
め
と
う
ち
わ
づ
く
り
▽
日

つ
ま
れ
▽
日
時

1111日
・

18日
午
し
込
み
時
）
※
公
民
館
共
催
▼
お

時

1120日
午
前

9
時

30分
1
1
1時
前

10時
1
1
1時
▽
対
象

11乳
・
幼
ば
け
や
し
き
▽
日
時

1126日
午
前

30分
と
午
後

2
時

1
3時
30分
▽

児
と
親
▽
内
容

11水
遊
び
な
ど
▽

10時
30分
ー
正
午
と
午
後

1
時

30

対
象

11小
1
以
上
※
申
し
込
み
を
持
ち
物

11水
着
、
水
遊
び
に
必
要
分

1
3時
30分
／
2
7
日
午
前

10時

‘̀‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

み
）
証
明
書
※
学
芸
異
は
、
④

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
の
概
要

(400

宇
程
度
）
ま
た
は
卒
業
論
文

・
修

士
論
文
研
究
計
画
の
概
要
、
⑤
発

掘
調
査
歴
・
研
究
業
績
の

一
覧
表

▽
応
募
方
法

1
1
8月
29
日

1
3
1日

午
前

9
時
ー
正
午
、
午
後
1
時
ー

4
時
に
市
役
所

1
階

101会
議
室
へ

※
郵
送

・
代
理
の
申
し
込
み
不
可

▽
第

1
次
試
験

1
1
9月
18日

▽
問
合
せ
先

11職
員
課
6
内
線

441

▽
提
出
書
類
1
1
①
所
定
の
試
験
申

込
書
（
市
役
所
4
階
職
員
課
、
七

生
・
多
摩
平
両
支
所
で
配
布
）

②
最
終
学
歴
の
卒
業
（
修
了
）
証

明
書
と
成
績
証
明
書
、
ま
た
は
卒

業
（
修
了
）
見
込
証
明
書
と
成
績

証
明
書

③
保
母
・
児
童
厚
生

員
学
芸
貴
は
資
格
（
取
得
見
込

▽
政
治

・
宗
教
に
関
す
る
催
し
や
、
営
業
活
動

（
会
場
費
、
講
師
謝
礼
費
な
ど
の
必
要
経
費
以

外
に
会
費
を
徴
収
す
る
）
と
み
な
さ
れ
る
催
し
、

募
集
は
不
可
。

▽
締
め
切
り
は

1
日
号
が
前
月

15日
（
必
着
）
、

30分
ー
正
午
▽
対
象
1
1
小

l
以
上

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
▼
夏
休
み

つ
く
ろ
う
！
ス
テ
ン
シ
ル
の
か
べ

か
け
▽
日
時

1130日
・

31日
午
後

3
時

1
4時
▽
対
象
1
1
小

l
以
上

合
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

(
8月
）

f
f
9
1
.
7
0
0
1
 

▼
よ
う
じ
の
つ
ど
し
ー
水
あ
そ
び

を
し
よ
う
ー
▽
日
時

1
1
3日
・

4

日
午
前

10時
30分
1
1
1時
30分
▽

対
象

11幼
児
と
親
▽
持
ち
物

11水

着
、
タ
オ
ル
▼
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ

う
！
▽
日
時

1
1
9日
1
1
2日
午
後

3
時

1
4時
▽
内
容
1
1
ス
テ
ン
シ

ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
ほ
か
▽
対
象
II

小

l
以
上
▼
ミ
ス
テ
リ
ー
大
会
▽

日
時
1
1
2
7
日
午
後

6
1
時

8
時

▽
内
容
1
1
お
は
け
や
し
き
、
野
外

映
画
会
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

食
み
さ
わ
児
菫
館

(
8月
）

6
9
1
.
3
4
5
6
 

▼
電
気
工
作
教
室
▽
日
時

1118日

午
前

10時
ー
正
午
▽
定
鼻

1120人

※
申
し
込
み
を
▼
わ
ら
ぞ
つ
り
づ

く
り
▽
日
時

1118日
午
前

10時
ー

正
午
▽
定
員

1110人
※
申
し
込
み

を
▼
牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
る
「
動

く
お
も
ち
ゃ
」

▽
日
時

1119日
午

前

10時
1
正
午
▽
定
異

1115人
※

申
し
込
み
を
▼
工
作
「
プ
ラ
ブ
ラ

人
形
」

▽
日
時

1119日
午
前

10時

ー
正
午
▽
定
員

1110人
※
申
し
込

み
を
▼
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で

つ
く
る
モ
ビ
ー
ル
▽
日
時

11
20日

午
前

10時
ー
正
午
▽
定
貴

1115人

※
申
し
込
み
を
▼
お
ば
け
大
会
▽

日
時

1
1
9月
1
日
午
後

1
時

30分

1
4時
30分
／

9
月

2
日
午
後
ー

時

30分
ー
3
時

30分
▽
対
象

11小

1
以
上
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

15日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
、
締

め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

※
＊
印
は
市
が
行
う
も
の
、
＊
印
は
団
体
・
個

人
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

白
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(
8月
）

6
8
3
.
4
3
4
6
 

▼
親
子
電
気
教
室
▽
日
時

1110日

午
前

10時
1
1
1時
30分
▽
内
容
II

リ
モ
コ
ン
カ
ー
▽
対
象
1
1
小
学
生

40人
※
小
ー
ー
小

3
は
保
護
者
同

伴
▽
持
ち
物

11単
1
電
池

2
本
※

申
し
込
み
を
▼
お
ば
け
や
し
き
▽

日
時

1130日
午
前

10時
ー

11時
30

分
と
午
後

1
時

30分
ー

3
時
／

31

日
午
前

10時
ー

11時
30分
※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

森
多
摩
テ
ッ
ク

「
夏
の
市
民
ご
招
待
デ
ー
」

▽
日
程

1
1
8月
1
日
1
7日
▽
内

容
1
1
期
間
中
に
「
広
報
ひ
の
」

8
月

1
日
号
（
本
紙
）
持
参
の
方
は

5
名

ま
で
入
園
無
料
▽
問
合
せ
先

11日

野
市
観
光
協
会
6
市
役
所
内
練

204

＊
う
き
つ
き
手
芸
教
室
ー
夏
休
み

親
子
企
画

▽
日
時

1
1
8月
4
日
午
前

10時
＼

正
午
▽
会
場
1
1
生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11ビ
ー
ズ
テ
ク
ニ
カ

ル
ブ
ロ
ー
チ
、
和
紙
小
箱
ほ
か
▽

費
用
1
1
材
料
費
各

lOo円
と
参
加
費

200
円
▽
問
合
せ
先

11
あ
い
あ
む

(6
8
6
.
8
3
8
3
)
 

ん
逗
もよおし

＊
歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時

1
1
8月
6
日
午
後

6
時

30

分

1
9時
▽
会
場
1
1
中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

11花
岡

(6

9
2
.
4
1
8
8
)
 

＊
日
野
市
美
術
連
盟
夏
期
講
習
会

▽
日
時

1
1
8月
6
日
・

7
日
午
前

9
時

30分
ー
午
後

3
時

30分
▽
会

場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内

容

11裸
娼
固
定
を
描
く
▽
費
用

11

1
日
で
千

Zoo円、

2
日
で

2
千

400

円
※
当
日
会
場
で
申
し
込
み
を
。

弁
当
持
参
の
こ
と
▽
問
合
せ
先
II

渡
部

(6
9
1
.
3
5
7
4
)

＊
多
摩
川
石
遊
会
第
4
回
石
展

▽
日
時1
1
8

月
6

日

•
7

日

午
前

10時
ー
午
後
4
時
▽
会
場
1
1
羽
田

ヒ
ュ
ー
ム
管

2
階
食
堂
▽
内
容
II

地
元
多
摩
川
石
の
展
示
▽
問
合
せ

先

11矢
島

(6
83
.
4
8
6
9
)

＊
自
然
を
い
か
し
て
く
ら
し
を
楽

し
む
ク
ラ
フ
ト
講
習
会
ー
ハ
ー
ブ

▽
日
程

・
内
容

1
1
8月
9
日
…
空

飛
ぶ
魔
女
／

26日
・・・
シ
ナ
モ
ン
・

ガ
ー
ル
と
シ
ュ
ー
ズ
キ
ー
パ
ー
▽

時
間
1
1
午
後

2
時

1
4時
▽
費
用

1
1
1回
2
千
円
▽
会
場

・
問
合
せ

先

11お
ち
か
わ
や

(
C
9
2
.
0
6

o
l
)
 

＊
第

20回
多
摩
平
の
夏
ま
つ
り

▽
日
程

・
内
容

1
1
8月
13日
：
．カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
民
謡
流
し
、

子
供

み
こ
し
、
お
は
や
し
ほ
か
※
参
加

者
募
集
中
／

14日
・
・
・
千
貫
み
こ

し
、
ば
か
面
踊
り
、
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
、
パ
レ
ー
ド
、
阿
波
踊
り
（
飛

び
入
り
歓
迎
）
ほ
か
▽
会
場
1
1
J

R
豊
田
駅
北
側
※
ま
つ
り
の
写
真

tどうり‘ん

-～そ

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

＊
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

C
o
n

i
0

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時

1
1
8月
13日
午
後

5
時
か

ら
▽
会
場
1
1
七
生
公
会
堂
▽
内
容

11
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
ア
メ
リ
カ
」

ほ
か
▽
費
用
1
1
無
料
▽
問
合
せ
先

11
荒
木

(6
0
4
2
3
.
7
5
.
o

1
9
2
)
 

＊
大
学
の
先
生
と
楽
し
む
「
理
科

教
室
」

▽
日
時

1
1
8月
20日
午
前

10時
＼

午
後

4
時
▽
会
場

11工
学
院
大
学

八
王
子
校
舎
▽
内
容
1
1
ロ
ケ
ッ
ト

で
め
さ
せ
／
大
空
に
、
ミ
ク
ロ
の

世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
ほ
か
▽

対
象

11小
5
ー
中

3
▽
問
合
せ
先

11
工
学
院
大
学
教
学
課

(
6
0
4

2
6
.
2
2
.
9
2
9
1
)
 

＊
日
野
市
商
工
会
婦
人
部

盆
踊
り
大
会

▽
日
時

1
1
8月
20日
・
21日
午
後

6
時

1
9時
※
小
雨
決
行
▽
会
場

11日
野
中
央
公
園
▽
内
容

11模
擬

店
多
数
、
両
日
と
も
先
着

Zoo人
に

抽
選
く
じ
を
配
布
▽
問
合
せ
先
II

同
商
工
会

(
6
8
1
.
3
6
6
6
)

＊
日
野
市
消
費
者
運
動
連
絡
会

野
外
映
画
会

▽
日
時

1
1
8月
26日
午
後

6
時

30

分

1
8時
30分
▽
会
場
1
1
多
摩
平

中
央
公
園
※
雨
天
時
は
多
摩
平
南

集
会
場
▽
内
容

11
「
水
か
ら
の
速

達」

ー
は
る
か
昔
か
ら
人
間
は
水

を
大
切
に
し
て
き
た
▽
費
用
1
1
無

料
※
入
場
券
が
必
要
▽
申
込
み
・

問
合
せ
先
贔
転
市
場

(687.
8

7
0
7
)
、
多
摩
平
自
治
会

(681

•7318

) 

b
r
 

コ
ン
テ
ス
ト
あ
り
、

締
め
切
り
は

9
月
下
旬
▽
問
合
せ
先
1
1
田
窪

(6
8
1
.
1
3
5
8
)
 

出
店
者
募
集

▽
日
程

1
1
8月
13日
・

14日
▽
会

場

11高
幡
不
動
尊
▽
内
容

11不
用

品
や
衣
類
を
持
ち
寄
り
出
店
▽
費

用

1
1
2千
円
▽
問
合
せ
先

11リ
サ

イ
ク
ル
運
動
友
の
会

(
C
0
4
2

6
.
3
6
.
0
7
1
0
)
 

＊
第
8
回
三
多
摩
児
章
劇
場
「
車

の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
」
へ
招
待

▽
日
時

1
1
8月
28日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場
1
1
東
京
都
多
犀
教
育
セ

ン
タ
ー

▽
定
員

11849人
▽
申
込
み

1
1
8
月

10日
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
都
立
多
摩
社
会

教
育
会
館
「
第

8
回
三
多
摩
児
童
劇

場
」
係
（
＿

T190立
川
市
錦
町

6
の

3

の

1
6
2
4
.
7
2
2
1
)へ
※
申
し

込
み
は

1
人

1
通
ま
で
。
往
復
ハ

ガ
キ

1
枚
で

2
人
ま
で
の
申
し
込

み
可

＊
日
野
市
―
フ
ジ
オ
体
操
会
連
盟

指
導
員
を
派
遣

▽
あ
な
た
の
近
く
で
、
ラ
ジ
オ
体

操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
中
国
体

操
な
ど
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
た
に
発
足
す
る
団
体
に
指
導
員

を
派
遣
し
ま
す
▽
問
合
せ
先

11内

田

(
6
8
6
.
0
5
5
1
)

＊
束
京
光
の
家ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
視
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
を
介

護
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
。
週

1
回
2
1
3
時
間
、
都

合
の
よ
い
時
間
帯
で
▽
問
合
せ
先

1
1
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

(
6

8
1
.
2
3
4
0
)
 

ごあんf如

-. •. 

スホo-ツ

ー
正
午
▽
会
場

11東
部
会
館
▽
内

容
1
1
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
水
中
体

操
ほ
か
▽
費
用

1110回
で

1
万
6

千
円
▽
持
ち
物

11体
操
着
、
水
着
、

水
泳
帽
▼
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
カ
ヌ
ー
▽
日
程

1
1
9月

10日
ー

11日
▽
会
場
1
1
西
湖
キ
ャ

ン
プ
場
▽
内
容

11カ
ヌ
ー
教
室
、

ク
ラ
フ
ト
ほ
か
▽
費
用
1
1
大
人

2

万
6
千
円
、
子
供

2
万
4
千
円
▼

幼
児
体
操
・
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

▽
内
容
・
対
象

11①
い
ち
こ
…

2

歳

1
3歳
未
満
の
幼
児
と
親
②
さ

く
ら
ん
ほ
：•
1

歳
半
1
2

歳
未
満

の
幼
児
と
親
▽
日
時
1
1
①

9
月

5

日
ー

12月
12日
の
毎
週
月
曜
日
午

前

10時
ー

10時
50分
②

9
月

7
日

ー

12月
14日
の
毎
週
水
曜
日
午
前

11時
10分
ー
正
午
（
共
に
全

12回）

こ
の
ほ
か
て
絵
て
が
み
教
室
▼

55歳
か
ら
の
初
め
て
英
会
話

(
G

O
G
O英
会
話
）
教
室
▼
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
教
室
の
会
鼻
募
集
中
。

以
上
明
記
の
な
い
も
の
は
▽
会

場
▽
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
水
泳
連
盟
記
録
会

▽
日
時

1
1
8月
20日
午
後

5
時
30

分
か
ら
▽
会
場
1
1
市
民
プ
ー
ル
▽

種
目

1150認
1200店
で
希
望
の
種

目

(
2種
目
以
内
）

▽
対
象

11小

学

4
年
生
以
上
▽
甲
込
み

1
1
8月

17日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
種
目
を
記
入
し
渡

辺
譲
(
〒
191日
野
市
平
山

2
の

22

の

1
0
6
9
3
.
3
4
4
6夜
間
）
へ

＊
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク
と
マ
ル
ゴ
ッ

卜
姉
妹
写
真
展
▽
日
時

1
1
8月
12

日
ー

19日
午
前

10時
1
午
後

5
時

▽
費
用
1
1
小
学
生
以
上

500円
▼
幼

児
夏
期
「
サ
ン
サ
ン
教
室
」
▽
日
＊
体
育
施
設

9
月
利
用
分
抽
選
会

時

1
1
8月
23日
1
2
6日
午
後

2
時

▽

日

時

11
8
月

1
日
▽
区
分
・
会

10分
ー

3
時
▽
内
容

11親
子
体
操
、
場
・
時
問

11
テ
ニ
ス
個
人
・：市
役

プ
ー
ル
遊
び
ほ
か
▽
対
象

1
1
1歳
所

1
階
101会
議
室
に
午
後

7
時
集

半

1
3歳
児
と
親
▽
費
用

1
1
6千
合

／
テ
ニ
ス
団
体
…
多
摩
平
支
所

円
▼
苦
手
を
克
服
！
鉄
棒
・
飛
び
西
側
受
付
に
午
前

9
時
集
合
／
野

箱
教
室
▽
日
時

1
1
8月
17日
1
2
1
球
団
体
・
・
・
市
役
所

2
階
東
側
エ
レ

日
午
後

3
時
1
5時

(20日
i
2
1
ベ
ー
タ
ー
前
に
午
後

7
時
集
合
▼

日
は
合
宿
）

▽
対
象
1
1
小

1
ー
小

9
月
の
抽
選
除
外
日
▽
旭
が
丘
中

3
※
小

4
以
上
は
相
談
を
▽
費
用
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

1
1
9月
3

1
1
1万
6
千
円
▼
ス
ト
レ
ッ
チ

B

日
・

10日
・

17日
※
秋
季
女
子
ダ

▽
日
時

11毎
週
水
曜
日
午
前

10時
ブ
ル
ス
▽
多
摩
平
第
一
公
園
野
球

且
＊
公
民
館
の
催
し
は

7
面
に
掲
載

公民館
ぢ89ー曲 なかま

場

1
1
9月
4
日
※
地
域
開
放
日
▽

旭
が
丘
中
央
公
園
野
球
場

1
1
9月

4
日
・

11日
・

15日
・

18日
・

23

日
・

25日
※
市
民
体
育
大
会
（
軟

式
野
球
）
ほ
か
▽
問
合
せ
先
1
1
体

育
課
6
内
線

541

＊
ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
「
多
摩
映
像

ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

▽
毎
月
第2
•

第
4

日
曜
日
午
後

1
時
ー
4
時
に
撮
影
と
編
集
を
多

摩
平
で
▽
問
合
せ
先

11向
山

(
6

8
1
.
2
8
2
1
)
 

＊
や
さ
し
い
中
国
語
教
室会

員
募
集

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時

1
9時

に
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
▽
程
度
1
1
入
門
ー
初
級
▽
費
用

11月
4
千
円
▽
問
合
せ
先

11矢
島

(
6
8
2
.
3
1
3
6日
野
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
内
）

＊
混
声
合
唱
団

「
国
立
と
き
わ
会
」
団
員
募
集

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

6
時

45分
i

9
時
15分
に
国
立
市
公
民
館
な
ど

で
※
月

1
回
日
曜
日
に
練
習
▽
費

用
1
1
月

3
千

SOo円
、
入
会
金

3
千

Soo円
（
学
割
あ
り
）
※

11月
13日

に
ル
ネ
小
平
で
演
奏
会
▽
問
合
せ

先

11
一
法
師

(
6
0
4
2
2
.
3
6

.
6
8
8
2
)
 

＊
三
多
摩
「
第
九
」
合
唱
団
団
員

募
集

▽
9
月

2
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
午

後

6
時

30分
ー

9
時
に
立
川
中
央

公
民
館
な
ど
で
※

12月
23日
・

24

日
に
立
川
市
民
会
館
で
演
奏
会
。

初
心
者
に
は
事
前
レ
ッ
ス
ン
あ
り

▽
費
用

1
1
4カ
月
で

1
万
2
千
円

▽
問
合
せ
先
1
1
同
合
唱
団
準
備
会

(C
7
6
.
9
2
4
7
)
 


